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発表題目 著者名（所属） 発表年月 発表雑誌または発表学会等
の名称

概　　　　　　　　要

1 （国内口頭発表）
中野重治と秋田雨
雀

古江研也（共通
教育科）

平成21年10月 中野重治を語る会 中野重治が所蔵している『秋田雨雀日記』全5巻
（1915年～1962年の日記）にある中野の書き入れ
150箇所について調査を行い , その分析を通して
中野と秋田との関係を発表した . その結果 , 中野
全集に所収されている随筆「三十二歳から四十三
歳まで」では捉えられないプロレタリア文学・
演劇運動を中心とした深いつながりが明らかと
なった .

2 （国内口頭発表 )
日本人の生を写し
た「仕方がない」

古江研也（共通
教育科）

平成22年3月 熊本近代文学館・熊本近代
文学館友の会・熊本県高校
国語教育研究会主催　「仕
方がない日本人」－基調講
演とパネルディスカッショ
ン－

首藤基澄著「『仕方がない』日本人」をテーマに
した講演とパネルディスカッションが６回にわ
たって開催された . 金子光晴 , 遠藤周作 , 芥川龍
之介 , 夏目漱石 , 野間宏について各研究者が発表
し , 基調講演とパネルディスカッションが催され
た .（古江は基調講演を行い , 引き続きパネラー
としてディスカッションをリードした）

3 （国内口頭発表 )
WebClass による
「特別支援システ
ム」の取り組み

楠元実子（共通
教育科）

平成22年3月 平成20・21年度教育方法改
善共同プロジェクト最終報
告書　九州沖縄地区国立高
等専門学校 pp.133-40. ( 論
文集「高専教育」第33号　
p.937-38に要約掲載 )

平成21年度高等専門学校における「職業を通し
て社会に貢献できる人材」の育成についての事
例報告として，１）「特別支援システム」の背景，
２）「特別支援システム」の取り組みの経緯と内
容，３）「特別支援システム」の利点と課題，そ
して４）まとめとして「特別支援システム」は
コミュニケーションの補助ツールとして活用で
き，教員全体のサポートと5年間を見据えた長期
的な取り組みの必要性があると結論づけた．

4 （国内口頭発表 )
「境域（ボーダーラ
ンズ）のアメリカ
文学――ジャメイ
カ・キンケイドの
自己意識と境域」

楠元実子（共通
教育科）

平成21年10月 日本英文学会九州支部第62
回大会（宮崎大学）シンポ
ジウム

キンケイドの境域と形成中の自己意識について，
主に彼女の自伝的小説『ルーシー』から考察した．
差異が混淆し変化が進行中であるという点で 
“the Third Space” であり，物理的な避難場所と
いう点で “the Third Place” でもあるアメリカ合
衆国を彼女の境域と見なした．アンサルドゥー
アの精神的な境域と異なり，キンケイドの境域
は実体を持った「自己を創る」場であることを
明らかにした．
植民地支配という抑圧をかかえ，孤立したエイ
リアンであり続けながら，支配から生き残った
「サバイバー」になり，その過程を語り「スライ
バー」になりつつある自己意識が，境域で形成
されつつあることを考察した．

抄録２（国内学会・研究会・シンポジウム等での口頭発表）
（様式２）
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概　　　　　　　　要

5 （国内口頭発表）
実行時間差に着目
したコードの隠ぺ
い方法

神﨑雄一郎（情
報工学科）
門田暁人（奈良
先端科学技術大
学院大学）

平成21年9月 第8回情報科学技術フォー
ラム講演論文集 第1分冊，
pp.361～364．

動的解析に対して有効なソフトウェア保護方法
として，実行時間差を用いたコードの隠ぺい方
法を提案した．ここで実行時間差とは，動的解
析を行った時に生じるプログラムの実行時間の
オーバーヘッド ( 通常実行時の実行時間との差 )
のことである．また，コードを隠ぺいするとは，
攻撃者がコード ( 命令列やデータ列 ) の内容を取
得するのを極めて困難にするという意味である．
隠ぺいされたコードは偽 ( にせ ) の内容で上書き
されており，プログラムが実行されるとき，プ
ログラムの一部の実行時間 ( 実行クロック数 ) に
応じて自己書換えされる．デバッガのブレイク
ポイント機能を用いた場合など，一時停止を伴
う動的解析が行われることでその実行時間が通
常実行よりも長くなった場合 ( あるいは短くなっ
た場合 ) は，隠ぺいされたコードは元来のものと
異なる内容で書き換えられることとなり，元来
のコードが攻撃者に露呈しない．
（神﨑は，実験の実施，論文の執筆など，全体の
作業の大部分を担当した．）
（神﨑雄一郎，門田暁人）

6 （国内口頭発表）
周期構造における
共鳴吸収と表面波

下田道成（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
松田豊稔（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
伊山義忠（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
松尾和典（制御
情報システム工
学科）

平成22年1月 信学技報 IEICE 
technical Report Vol.109, 
No.401, pp.193-
198．

周期構造の格子に平面波が入射したときの散乱
問題を，モード整合法により数値解析し，格子に
よる散乱問題と等価なインピーダンス境界値問
題を設定する．境界値問題を固有値問題として解
析し，インピーダンス境界の表面を伝搬する表
面波を推定することにより，周期構造発生する
共鳴吸収と表面波の関係について検討している．
（下田は，テーマの設定，着想，定式化，理論解
析，数値解析を担当した．）（松田は，モデル開
発を担当した．）
（伊山は，データ解析，評価を担当した．）（松尾
は，シミュレーションを担当した．）
（下田道成，松田豊稔，伊山義忠，松尾和典）

7 （国内口頭発表）
Matrix PCAを用
いた成績データの
分析

山本直樹，大隈
千春，村上　純
（人間情報シス
テム工学科）

平成22年2月 第24回熊本県産学官技術交
流会講演論文集，pp.152～
153．

従来の主成分分析 (PCA) を，複数行列から構成
されるサンプルデータの主成分分析に拡張した
Matrix PCA(MPCA) が開発され，高次特異値分
解 (HOSVD) を利用した近似解法が提案されて
いる．我々は，サンプルデータとして学業成績
データを取扱い , それらの分析を試みた．発表で
は，HOSVDを利用したMPCAの計算法，デー
タ分析の際に必要となる寄与率および因子負荷
量の計算法について述べた．さらに，年数回行
われる定期試験のデータにMPCAを適用し，因
子負荷量の計算結果から各主成分の特徴を得る
ことができ，学生間の総合的な特性および文系・
理系などの特徴の比較をすることができた．また，
比較的少ない学生サンプルから得られた主成分
を用いて，別の学生のデータに対する主成分得
点を良好に計算できることが分かった．
（共同研究につき，担当部分抽出不可能）
（山本直樹，大隈千春，村上 純）
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の名称

概　　　　　　　　要

8 （国内口頭発表）
動的Web ベース・
データアクセスに
よる視覚シンボル
を用いたユビキタ
スコミュニケー
ション支援システ
ムの開発

銭神裕宜（電子
情報システム工
学専攻），小西
遼（情報通信工
学科），清田公
保（人間情報シ
ステム工学科），
合志和洋（人間
情報システム工
学科），藤澤和
子（京都府立向
日が丘養護学校）

平成21年11月 ヒューマンインタフェー
ス学会 研究報告集，vol.11，
no.5，pp.17-22

　知的障害者・児のコミュニケーション支援手
段として，Web を利用した視覚シンボルコミュ
ニケーションツールを開発した．本システムは，
インターネットを利用したタブレット PCを利用
することにより，文字を利用することが困難な
人が容易に絵図画を用いてのコミュニケーショ
ン補助手段として利用ができるシステムである．
( 銭神，小西は，システム開発を担当した．清田，
合志，藤澤は，システム設計および評価を担当
した．)
（銭神裕宜，小西遼，清田公保，合志和洋，藤澤
和子）

9 （国内口頭発表）
マーカ認識による
位置姿勢を用いた
車椅子ナビゲー
ションシステムの
開発

池田克（電子情
報システム工学
専攻），清田公
保（人間情報シ
ステム工学科），
合志和洋（人間
情報システム工
学科），三好正
純（専攻科）

平成21年11月 ヒューマンインタフェー
ス学会研究報告集，vol.11，
no.5，pp.27-32

　拡張現実環境を利用したARTool を用いて，
壁などに掲示されたマーカを認識することによ
り，マーカからUSBカメラまでの相対距離を計
測する技術の確立した．本システムを利用する
ことにより，マーカとカメラとの相対距離を把
握することで，USBカメラの絶対的位置を検出し，
車椅子の現在地確認を実現できる．
( 池田は，システム開発を担当した．清田，合志，
三好は，システム設計および評価を担当した．)
（池田克，清田公保，合志和洋，三好正純）

10（国内口頭発表）
ベッド角度の会話
による寝たきり者
の脳血流特性

橋本佳奈（電子
情報システム工
学専攻），合志
和洋（人間情
報システム工学
科），古賀広昭
（専攻科）

平成21年11月 第8回電子情報系高専
フォーラム論文集，pp.11-
14

　本稿はベッドの背もたれの角度を変化させた
時の脳血流特性について述べたものである．実
験は発話を行う状態と行わない状態で，ベッドの
背もたれ角度を変化させていき，そのときの脳
血流特性を計測した．この結果を元に，ベッド
の角度と生体反応や感性の関係を検討した．また，
発話を行う状態と行わない状態の相違について
比較を行った．
（合志は，実験，実験結果の考察を担当した．）
（古賀は，全般の提案と指導を担当した．）（橋本
佳奈，合志和洋，古賀広昭）

11（国内口頭発表）
音楽に合わせた照
明の点滅設計技術

竹本純一（電子
情報システム工
学専攻），合志
和洋（人間情
報システム工学
科），古賀広昭
（専攻科）

平成21年11月 第8回電子情報系高専
フォーラム論文集，pp.15-
18

　本稿は，コンサートなどに使われているレー
ザースポットライトを用い，音楽に合わせて照
明装置を自動的に動かし，点灯させるシステム
を開発することを目的とする．音楽に合う照明
装置の光らせ方について，テンポにあわせた光
らせ方と感性向上効果のある光らせ方，色の変
化方法を検討した．
（合志は，実験，実験結果の考察，および論文作
成を担当した．）
（古賀は，全般の提案と指導を担当した．）
（竹本純一，合志和洋，古賀広昭）

12（国内口頭発表）
マーカ認識による
位置姿勢推定を用
いた車椅子ナビ
ゲーションシステ
ムの開発

池田克（電子情
報システム工学
専攻），清田公
保（人間情報シ
ステム工学科），
合志和洋（人間
情報システム工
学科

平成21年11月 第8回電子情報系高専
フォーラム論文集，pp.55-
58

　拡張現実環境を利用したARTool を用いて，
壁などに掲示されたマーカを認識することによ
り，マーカからUSBカメラまでの相対距離を計
測する技術の確立した．本システムを利用する
ことにより，マーカとカメラとの相対距離を把
握することで，USBカメラの絶対的位置を検出し，
車椅子の現在地確認を実現できる．これらの精
度を実験より検証した結果を報告している．
（池田は，システム開発を担当した．）
（清田，合志は，システム設計および評価を担当
した．）
（池田克，清田公保，合志和洋）
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13（国内口頭発表）
動的Web ベース・
データアクセスに
よる視覚シンボル
を用いたユビキタ
スコミュニケー
ション支援システ
ムの開発

銭神裕宜（電子
情報システム工
学専攻），小西
遼（情報通信工
学科），清田公
保（人間情報シ
ステム工学科），
合志和洋（人間
情報システム工
学科），藤澤和
子（京都府立向
日が丘養護学校）

平成21年11月 第8回電子情報系高専
フォーラム論文集，pp.63-
66

　知的障害者・児のコミュニケーション支援手
段として，Web を利用した視覚シンボルコミュ
ニケーションツールを開発した．本システムは，
インターネットを利用したタブレット PCを利用
することにより，文字を利用することが困難な
人が容易に絵図画を用いてのコミュニケーショ
ン補助手段として利用ができるシステムである．
このシステムを用いた評価実験結果について報
告を行っている．
( 銭神は，システム開発を担当した．清田，合志，
藤澤は，システム設計および評価を担当した．)
（銭神裕宜，清田公保，合志和洋，藤澤和子）

14（国内口頭発表）
ベッド角度と会話
による寝たきり者
の脳血流特性

橋本佳奈（電子
情報システム工
学専攻），合志
和洋（人間情
報システム工学
科），古賀広昭
（専攻科）

平成21年12月 ヒューマンライフ情報技術
研究会報告書，HIT2009-4

　本稿はベッドの背もたれの角度を変化させた
時の脳血流特性について述べたものである．実
験は会話を行う状態と行わない状態で，ベッド
の背もたれ角度を変化させていき，そのときの
脳血流特性を計測した．また , 背もたれの角度を
一定にしたときの会話の有無の脳血液量を比較
した．この結果を元に，ベッドの背もたれ角度
と会話に対する感性の関係を検討した．
（合志は，実験，実験結果の考察，および論文作
成を担当した．）
（古賀は，全般の提案と指導を担当した．）
（橋本佳奈，合志和洋，古賀広昭）

15（国内口頭発表）
音楽に合ったレー
ザスポットライト
の点滅設計技術

竹本純一（電子
情報システム工
学専攻），合志
和洋（人間情
報システム工学
科），古賀広昭
（専攻科）

平成21年12月 ヒューマンライフ情報技術
研究会報告書，HIT2009-5

　本稿は，コンサートなどに使われているレー
ザースポットライトを用い，音楽に合わせて照
明装置を自動的に動かし，点灯させるシステム
を開発することを目的とする．音楽に合う照明
装置の光らせ方について，テンポにあわせた光
らせ方と感性向上効果のある光らせ方，色の変
化方法を検討した．
（合志は，実験，実験結果の考察，および論文作
成を担当した．）
（古賀は，全般の提案と指導を担当した．）
（竹本純一，合志和洋，古賀広昭）
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16（国内口頭発表）
定在降着衝撃波不
安定性により誘発
された重力崩壊型
超新星爆発におけ
る爆発的元素合成

藤本 信一郎 ( 電
子制御工学科 ), 
固武 慶 ( 国立天
文台 ), 橋本 正
章 , 小野 勝臣 
( 九大理 ), 大西 
直文 ( 東北大 )

平成21年9月 日本天文学会2009年秋期年
会 講演論文集

本研究では , 15Msun 大質量星が重力崩壊する際
に , SASI によって誘発された重力崩壊型超新星
爆発に伴い放出されるガス中の 爆発的元素合成
を調べた . 爆発には多次元効果・ニュートリノ吸
収が本質的である . 従って放出ガスの物理状態を
定めるために , まず大西等 (2006) によって開発さ
れたニュートリノ吸収・現実的状態方程式を考
慮した2次元軸対称流体力学コードを用いて , コ
アバウンスから1-2秒という長時間に渡って放出
ガスの dynamics を流体力学計算した . ただし中
心部 (<50km) は計算領域には含めず , ニュートリ
ノ球でのニュートリノ光度・温度をパラメータ
として計算を行なった . 次に流体力学計算結果に
基づいて , 元素合成計算を行ない , (1)28Si,56Ni な
ど爆発的シリコン燃焼の生成物に関して , 分布の
非球対称性は大きく , 質量は球対称爆発の場合よ
り少ないこと , (2) 一方 ,16O などの爆発的酸素・
炭素燃焼の生成物に関して , 分布の非球対称性は
小さく , 質量は球対称爆発の場合より多いことを
示した .
( 藤本は，コード開発，シミュレーション実行，
結果解析を担当した．）
（藤本信一郎 , 固武慶 , 橋本正章 , 小野勝臣，大西
直文 )

17（国内口頭発表）
定在降着衝撃波の
不安定性（SASI)
により駆動される
重力崩壊型超新星
爆発と元素合成

小野 勝臣 , 猿渡 
元彬 , 橋本 正章 
( 九州大 ), 藤本 
信一郎 ( 電子制
御工学科 ), 固武 
慶 (国立天文台), 
大西 直文 ( 東北
大 ), 山田 章一 
( 早大理工 )

平成21年9月 日本天文学会2009年秋期年
会 講演論文集

我々は SASI によって駆動された超新星爆発モデ
ルを用いて，元素合成計算を行い，これによって，
通常の球対称爆発との放出元素量や組成の違い，
観測可能量への影響を調べることを計画した．
本講演で対象とするのは，主系列段階で13Msun
の星である．まず，13Msun の pre-SN モデル
(Hashimoto 1995) を用いて，近似的なニュートリ
輸送とその加熱・冷却を考慮した1次元流体計算
を行い，降着衝撃波が停滞したモデルを構築する．
次にそれを初期条件として Ohnishi et al. 2006, 
2007 に基づき，ニュートリノ球からのニュー
トリノ光度を input パラメータとして，速度に
perturbation を与え2次元流体計算を行う．その
結果得られた爆発モデル対して post-process で大
規模元素合成計算を行う．発表では，放出され
る56Ni,44Ti などの放射性元素量，元素組成の空
間及び速度空間の分布等をもとに，議論を行う． 
( 藤本は，コード開発，結果に関する議論を担当
した．）
（小野勝臣，猿渡元彬，橋本正章 , 藤本信一郎 , 固
武慶 , 大西直文 , 山田章一 )



― 119 ―

発表題目 著者名（所属） 発表年月 発表雑誌または発表学会等
の名称

概　　　　　　　　要

18（国内口頭発表）
多次元ニュートリ
ノ駆動爆発モデル
に基づく重力崩壊
型超新星爆発にお
ける元素合成

藤本 信一郎 ( 制
御情報システム
工学科 ), 固武 
慶 (国立天文台), 
橋本 正章 , 小野 
勝臣 ( 九大理 ), 
大西 直文 ( 東北
大 )

平成22年1 研究会「超新星の爆発機構
とガンマ線バースト源エン
ジンの統一的解明」

本研究では , ニュートリノ吸収・現実的状態方程
式を考慮した2次元軸対称流体力学コードを用い
て , 大質量星が重力崩壊する際に , ニュートリノ
駆動型超新星爆発に伴って放出されるガス中の 
爆発的元素合成を調べた . コアバウンスから1-2
秒という長時間に渡って放出ガスの dynamics を
流体力学計算し，その結果に基づいて元素合成計
算を行なった． ニュートリノ光度が大きく，爆
発エネルギーが10の51乗エルグ程度の場合，放
出ガスの化学組成パターンは太陽系組成と一致
することを示した．ただし44Ti, 94Mo,96Ru など
いくつかの核は球対称モデルと同様に太陽系組
成と比較して少ないことがわかった．
( 藤本はコード開発，シミュレーション実行，結
果解析を担当した．）
藤本信一郎 , 固武慶 , 橋本正章 , 小野勝臣 , 大西
直文 )

19（国内口頭発表）
定在降着衝撃波不
安定性により誘発
された重力崩壊型
超新星爆発におけ
る爆発的元素合成 
2 - p 過程核合成

藤本 信一郎 ( 制
御情報システム
工学科 ), 橋本 
正章 , 小野 勝臣 
( 九州大学 ), 固
武 慶 ( 国立天文
台 ), 大西 直文 
( 東北大学 )

平成22年3 日本天文学会2010年春期年
会 講演論文集

本研究では , 2009年秋期年会での講演に引続き , 
15Msun 大質量星の SASI により誘発された重力
崩壊型超新星爆発に伴って放出されるガス中に
おける爆発的元素合成を調べた . 今回は特に p 過
程核 ( 中性子過剰でない安定核 ) 合成に焦点を絞
り , 研究を行なった . ニュートリノ吸収・現実的
状態方程式を考慮した2次元軸対称流体力学コー
ドを用いて , 原子中性子星から照射されるニュー
トリノ光度・温度をパラメータとして , コアバウ
ンスから数秒という長時間に渡って放出ガスの
dynamics を流体力学計算した . 流体力学計算結
果に基づいて , 元素合成計算を行ない , 以下のこ
とを示した . (1) p 過程核は , ( 大質量星進化中に
形成された ) s 過程核の超新星衝撃波による光分
解に伴い合成される . (2) 電子比 0.46-0.49 の中性
子過剰ガスが放出され , ガス中では多量の92Mo
より軽い p過程核が合成される . (3) 電子比 0.5 
を越える陽子過剰ガスも放出されるが , nu-p 過
程はガス中で有効に機能しない . (4) 球対称計算
と同様に p 過程核組成分布は太陽系組成分布と
概ね一致するが , 94Mo,96Ru,98Ru など一部の核
は太陽系組成よりも相対的に少ない . 
( 藤本は，コード開発，シミュレーション実行，
結果解析を担当した．）
（藤本信一郎 , 橋本正章 , 小野勝臣 , 固武慶 , 大西
直文 )

20（国内口頭発表）
ステレオマッチン
グを用いた動的対
象の抽出・追跡・
測定に関する考案
と検証

重元拓也 ( 熊本
高専専攻科 )
孫　寧平（人間
情報システム工
学科）

平成21年11月  平成21年度第8回電子情報
系高専フォーラム講演論文
集， pp.19-22

3D モーションキャプチャに使えるステレオマッ
チングにおけるカメラの位置補間アルゴリズム
を提案し検証した．一般に使われるステレオマッ
チング法より複数のカメラを導入でき，測定精
度も安定している．本稿はそのアルゴリズムの
考え方 , 実装 , 検証を述べた．

( 孫は , 研究の立案 , 実施 , システムの作成 , 研究・
論文の作成および学会発表の指導などを担当し
た .)
（重元は研究の実施 , システムの作成 , 論文の執
筆 , 学会発表を担当した .）
（孫寧平 , 重元拓也）
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21（国内口頭発表）
Skype 等の通信
ツールに関する調
査と検証

古財和幸 ( 熊本
高専専攻科 )
孫　寧平（人間
情報システム工
学科）

平成21年11月 平成21年度第8回電子情報
系高専フォーラム講演論文
集， pp.23-26

防災ネットワークにおける通信手段としての既
存ツールについて調査と検証を行った．本稿は
現在出回っているインターネットの通信ツール
についてそれぞれの応用における利弊を検証し，
改善について案を提示した．　
( 孫は , 研究の立案 , 実施 , システムの作成 , 研究・
論文の作成および学会発表の指導などを担当し
た .)
（古財は研究の実施 , システムの作成 , 論文の執
筆 , 学会発表を担当した .）
（孫寧平 , 古財和幸）

22（国内口頭発表）
人にやさしいディ
スプレイ・デザイ
ンに関する考案

松本圭太郎 ( 熊
本高専専攻科 )
孫　寧平（人間
情報システム工
学科）

平成21年11月 平成21年度第8回電子情報
系高専フォーラム講演論文
集， pp.27-30

人間工学や色彩学を利用した人にやさしいディ
スプレイ・デザインに関する考案した．一般に
使われるものより目に疲れにくく，応用性があ
る．本稿は新案の考え方，応用と検証を提示した．
　
( 孫は , 研究の立案 , 実施 , システムの作成 , 研究・
論文の作成および学会発表の指導などを担当し
た .)
（松本は研究の実施 , システムの作成 , 論文の執
筆 , 学会発表を担当した .）
（孫寧平 , 松本圭太郎）

23（国内口頭発表）
3DCGフラクタル・
エンジンの開発　
─３次元フラクタ
ルモデルのデザ
インと3DCGユー
ザーインタフェイ
スの実装

吉田直樹 ( 熊本
高専情報工学
科 )
西島遼 ( 熊本高
専情報工学科 )
孫　寧平（人間
情報システム工
学科）

平成22年2月 第24回熊本県産学官技術交
流会講演論文集 ,pp.198-199

3DCGモデリングにおけるフラクタルを利用した
より複雑な形状や物体をモデリングおよびレー
ダンリング手法を考案し実装と検証を行った．本
稿はそのアルゴリズムの考え方 , 実装 , 検証を述
べた．
( 孫は , 研究の立案 , 実施 , システムの作成 , 研究・
論文の作成および学会発表の指導などを担当し
た .)
（吉田，西島は研究の実施 , システムの作成 , 論文
の執筆 , 学会発表を担当した .）
（孫寧平 , 吉田直樹，西島遼）

24（国内口頭発表）
フラクタルモデル
の可視化　─マン
デルブロ集合と
ジュリア集合のグ
ラデーションによ
る立体的な表現手
法に関する研究

宮崎良 ( 熊本高
専情報工学科 )
孫　寧平（人間
情報システム工
学科）

平成22年2月 第24回熊本県産学官技術交
流会講演論文集 ,pp.200-201

フラクタルモデルの可視化におけるマンデルブ
ロ集合とジュリア集合のグラデーションによる
立体的な表現手法を考案し実装と検証を行った．
本稿はそのアルゴリズムの考え方 , 実装 , 検証を
述べた．
( 孫は , 研究の立案 , 実施 , システムの作成 , 研究・
論文の作成および学会発表の指導などを担当し
た .)
（宮崎は研究の実施 , システムの作成 , 論文の執
筆 , 学会発表を担当した .）
（孫寧平 , 宮崎良）

25（国内口頭発表）
3D空間シミュレー
タの開発　─運動
経路とキャラク
ターの動作のモデ
リングとユーザー
インタフェイスの
実装

古閑智士 ( 熊本
高専情報工学
科 )
林田和也 ( 熊本
高専情報工学
科 )
孫　寧平（人間
情報システム工
学科）

平成22年2月 第24回熊本県産学官技術交
流会講演論文集 ,pp.204-205

運動経路とキャラクターの動作のモデリングと
ユーザーインタフェイスの実装など3D空間シ
ミュレータの開発を行った．本稿はそのアルゴ
リズムの考え方 , 実装 , 検証を述べた．
( 孫は , 研究の立案 , 実施 , システムの作成 , 研究・
論文の作成および学会発表の指導などを担当し
た .)
（古閑，林田は研究の実施 , システムの作成 , 論文
の執筆 , 学会発表を担当した .）
（孫寧平 , 古閑智士，林田和也）
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26（国内口頭発表）
ステレオマッチン
グを用いたモー
ションキャプチャ
の開発

長岡博 ( 熊本高
専情報工学科 )
藤本智成 ( 熊本
高専情報工学
科 )
重元拓也 ( 熊本
高専専攻科 )
孫　寧平（人間
情報システム工
学科）

平成22年2月 第24回熊本県産学官技術交
流会講演論文集 ,pp.204-205

提案したステレオマッチングにおけるカメラの
位置補間アルゴリズムを用いたモーションキャ
プチャの開発を行った．また，モーションキャ
プチャに対応できるインターフェイスを実装し
検証を行った．本稿はそのアルゴリズムの考え
方 , 実装 , 検証を述べた．
( 孫は , 研究の立案 , 実施 , システムの作成 , 研究・
論文の作成および学会発表の指導などを担当し
た .)
（長岡，藤本，重元は研究の実施 , システムの作
成 , 論文の執筆 , 学会発表を担当した .）
（孫寧平 , 長岡博，藤本智成，重元拓也）

27（国内口頭発表）
無線通信における
ブラインド信号分
離の試み

石橋孝昭（情報
通信工学科）
西山英治（情報
通信工学科）
松田豊稔（情報
通信工学科）
五反田博（近畿
大学）

平成21年9月 信学技報 , EMCJ2009-38, 
pp. 19-22.

ブラインド信号分離の技術は，音響等の分野で
は盛んに研究されており，複数の信号が混じっ
た観測信号のみを用いて未知の原信号を推定で
きる．そしてその技術は実環境下での有効性が実
証され，騒音下での音声認識技術などが実用化
されている．ブラインド信号分離は，信号処理
の観点からするとアナログ信号の統計的推定技
術であり，原理的には電波への適用も可能である．
そこで本稿では，無線通信におけるブラインド
信号分離について報告する．
（石橋は，研究立案，理論解析，執筆，実験およ
び考察を担当した．）
（西山は，理論解析および考察を担当した．）
（松田は，理論解析および考察を担当した．）
（石橋孝昭，西山英治，松田豊稔，五反田博）

28（国内口頭発表）
ブラインド音源分
離のリアルタイム
処理に対する試み

川野沙紀（情報
通信工学科）
石橋孝昭（情報
通信工学科）

平成21年9月 第17回電子情報通信学会九
州支部学生会講演会論文
集 , A-1.

観測された混合信号のみを用いて原信号を推定
するブラインド信号分離については，独立成分
分析など様々なアルゴリズムが提案されている．
しかし，これらは逐次更新アルゴリズムが多く，
リアルタイム処理は困難である．したがって本
稿では，リアルタイムの音源分離法を提案する．
（石橋は，研究立案，理論解析，執筆，実験およ
び考察を担当した．）
（川野沙紀，石橋孝昭）

29（国内口頭発表）
複数話者音声の重
畳した観測信号に
対する発話区間の
検出

柴田美紀（情報
通信工学科）
石橋孝昭（情報
通信工学科）

平成21年9月 第17回電子情報通信学会九
州支部学生会講演会論文
集 , A-2.

音声認識技術の発展により，現在，パソコンや
携帯電話などの音声入力操作が可能となってい
る．しかしながら，雑音環境下では認識率が低
下するため，ブラインド信号分離による目的信
号抽出法が研究されている．このとき，発話区
間が判定できれば，高精度の雑音除去システム
が構築できる．したがって本稿では，複数話者
音声が重畳した観測信号のみを用いて発話区間
を検出する方法を提案する．
（石橋は，研究立案，理論解析，執筆，実験およ
び考察を担当した．）
（柴田美紀，石橋孝昭）

30（国内口頭発表）
エントロピーによ
る ICA 成分置換問
題の解消と発話区
間検出

岩崎宣生（近畿
大学）
石橋孝昭（情報
通信工学科）
白土浩（近畿大
学）
五反田博（近畿
大学）

平成21年9月 第17回電子情報通信学会九
州支部学生会講演会論文
集 , A-4.

ブラインド信号分離法の代表的な手法である周
波数領域 ICAを用いてマイクで観測された混
合信号から目的信号のみを抽出する．このとき
FDICAに付随する成分置換の是正をエントロ
ピーに基づいて解消した場合，音源間隔の影響
が少なく，分離能力が良好であることを指摘する．
また，ブラインド的に音声の発話区間を検出す
る手法を提案する．
（石橋は，理論解析および考察を担当した．）
（岩崎宣生，石橋孝昭，白土浩，五反田博）
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31（国内口頭発表）
独立成分分析に基
づく無線通信にお
けるブラインド信
号分離の試み

片山宝（情報通
信工学科）
石橋孝昭（情報
通信工学科）
西山英治（情報
通信工学科）
松田豊稔（情報
通信工学科）
五反田博（近畿
大学）

平成21年11月 第28回計測自動制御学会九
州支部学術講演会予稿集 , 
pp. 93-94.

ブラインド信号分離は音響等の分野で盛んに研
究されており，複数の信号が混じった観測信号
のみを用いて未知の原信号を推定できる．ブラ
インド信号分離は，信号処理の観点からすると
アナログ信号の統計的推定技術であり，原理的
には電波への適用も可能である．そこで本稿では，
無線通信におけるブラインド信号分離について
実験を行った結果を報告する．
（石橋は，研究立案，理論解析，執筆，実験およ
び考察を担当した．）
（西山は，理論解析および考察を担当した．）
（松田は，理論解析および考察を担当した．）
（片山宝，石橋孝昭，西山英治，松田豊稔，五反
田博）

32（国内口頭発表）
音源の到来方向推
定と周辺雑音の除
去

田尻祐介（情報
通信工学科）
石橋孝昭（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）

平成22年2月 第24回熊本県産学官技術交
流会講演論文集 , pp. 206-
207.

実環境下で音声認識エンジンの持つ本来の認識
能力を引き出すためには，雑音が混じって観測
された音声から雑音を除去して，話者音声のみ
を音声認識エンジンに受け渡す前処理が不可欠
と考えられる．そこで本稿では，複数音源が混
合された観測信号から，音源の到来方向を推定
する方法と周辺雑音を除去する方法を提案する．
（石橋は，研究立案，理論解析，執筆，実験およ
び考察を担当した．）
（田尻祐介，石橋孝昭）

33（国内口頭発表）
複数話者による同
時発話時の音源数
推定

藤森光平（情報
通信工学科）
石橋孝昭（情報
通信工学科）

平成22年2月 第24回熊本県産学官技術交
流会講演論文集 , pp. 208-
209.

独立成分分析は音源に統計的独立性を仮定する
のみで，定常信号だけでなく非定常信号も推定
可能であり，様々な分野で研究されている．し
かしながら，一般に，音源数はマイクロホン数
と等しい仮定の下で導出されたアルゴリズムが
多く，音源数が未知の実環境下では応用が困難
となる．本稿では，観測された混合信号の同時
分布に着目し，同時分布のヒストグラムに基づ
く音源数の推定法を提案する．提案法は音源数
がマイクロホン数よりも多いときにも音源数を
推定できる特徴を持つ．
（石橋は，研究立案，理論解析，執筆，実験およ
び考察を担当した．）
（藤森光平，石橋孝昭）

34（国内口頭発表）
音響信号のリアル
タイムブラインド
信号分離に対する
試み

石橋孝昭（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
五反田博（近畿
大学）

平成22年5月 第54回システム制御情報学
会研究発表講演会講演論文
集 , pp. 519-520.

観測された混合信号のみを用いて原信号を推定
するブラインド信号分離については，独立成分
分析など様々なアルゴリズムが提案されている．
しかし，これらは逐次更新アルゴリズムが多く，
リアルタイム処理は困難である．したがって本
稿では，リアルタイムの音源分離法を提案する．
（石橋は，研究立案，理論解析，執筆，実験およ
び考察を担当した．）
（石橋孝昭，五反田博）
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35（国内口頭発表）
ICAを用いたAM
信号の分離

片山宝（専攻科）
石橋孝昭（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
西山英治（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
松田豊稔（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
五反田博（近畿
大学）

平成22年5月 第54回システム制御情報学
会研究発表講演会講演論文
集 , pp. 631-632.

消防無線やタクシーなど多くの場所で使われて
いる無線通信において，雑音環境下でも高品質
の通信が望まれている．しかしながら，同じ周
波数帯域の雑音に埋もれた信号を復元すること
は難しい．独立成分分析はブラインド信号分離
の手法の一つで，周波数帯域が重なる音声を分
離できる技術である．本稿では，電波暗室内で
の実験によりブラインド信号分離の無線通信へ
の適用可能性を検討する．
（石橋は，研究立案，理論解析，執筆，実験およ
び考察を担当した．）
（西山は，理論解析および考察を担当した．）
（松田は，理論解析および考察を担当した．）
（片山宝，石橋孝昭，西山英治，松田豊稔，五反
田博）

36（国内口頭発表）
加速度情報を用い
た空書文字の認識 
－Wii リモコンに
よる文字入力手段
の提案－

江崎修央，杉本
真佐樹（鳥羽商
船高専）清田公
保（人間情報シ
ステム工学科）
山本眞司（中京
大）

平成22年7月 第13回画像の認識・理解
シンポジウム講演論文集
MIRU2010，IS2-48．

 オンライン手書き文字認識技術を利用して，Wii
リモコン標準に装備されている加速度センサの
変移成分のみを用いた日本語入力システムを提
案した．空書きによりWii リモコンで書いた文
字を PCに入力する仕組みを開発した．
（担当部分概要）
（清田は，文字認識エンジンを担当した．）
（江崎修央，杉本真佐樹，清田公保）

37（国内口頭発表）
スタブを用いて構
成した低域通過形
回路の通過位相に
注目したQ ファク
タに関する検討

伊山義忠（電子
工学科）

平成21年9月 2009年電子情報通信学会エ
レクトロニクスソサイエ
ティ大会，C-2-4，pp.32.

発振器や移相器の主要な回路要素となっている
はしご形の移相回路のうち，分布定数線路を回路
要素として用いる低域通過形回路について，その
通過位相をパラメータとしたQファクタについ
て検討した．具体的な回路構成としては，イン
ダクタとキャパシタとに代えて高インピーダン
ス線路と容量性先端開放スタブを用いて構成し
た場合の低域通過形のはしご形回路をとりあげ
た．この回路について，通過位相に対するQファ
クタを導出した上で，その関係式を用いた計算
によって，スタブを用いた場合のＱファクタ値
を明らかにした．

38（国内口頭発表）
伝送線路を用いた
はしご形発振回路
のQ ファクタに関
する検討

伊山義忠（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）

平成22年3月 2010年電子情報通信学会総
合大会 , C-2-1，pp.44.

発振器の主要な回路要素となっているはしご形
の帰還回路に関し，高インピーダンス分布定数
線路とキャパシタを回路要素として用いる低域
通過形回路をとりあげて，その通過位相をパラ
メータとしたQ ファクタについて検討したので
報告する．線路損失を考慮した場合の通過位相
に対するQ ファクタ表示式を導出した上で，こ
の関係式を用いた計算によって，Ｑファクタ値
を明らかにした．通過位相絶対値の増加に伴っ
てQ ファクタは急激に大きくなるが，損失αが
大きい場合には，通過位相 | が90°以上で痛快そ
うに伴うQファクタの変化は小さくなる．さらに，
異なるαについて計算した振幅と位相の周波数
特性から，主に位相傾きの違いがQ ファクタの
差として表れていることが示されている．

39（国内口頭発表）
ものづくりを活用
した国際化教育

松本勉（PBL総
合教育センター）
大塚弘文（専攻
科）
嶋田泰幸（制御
情報システム工
学科）

平成22年8月 日本工学教育協会，平成22
年度工学・工業教育研究講
演会講演論文集

文部科学省教育GPとして採択された ”ものづく
りコンテストを活用した国際化教育 ”を中心に，
本校における国際化教育への取り組みについて
報告した．
（松本は，計画策定・運営・総括を担当した．）
（大塚は，計画策定・運営補助を担当した．）
（嶋田は，運営を担当した．）
（松本勉，大塚弘文，嶋田泰幸）
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40（国内口頭発表）
新しいデジタル選
択方式スイッチト
キャパシタDC-AC
コンバータ

桝田了輔（情報
通信工学科）
寺田晋也（電子
工学科）
江口　啓（静岡
大学）
大田一郎（情報
通信工学科）

平成21年9月 第62回 電気関係学会九
州支部連合大会，No.10-
2A-03

本稿では，デジタル選択方式という新しい方式の
スイッチトキャパシタ（SC）形DC-ACコンバー
タを提案し，従来の SC形 DC-ACコンバータよ
り少ない素子数で出力段数の多い正弦波が作り
出せることを明らかにした．具体的にキャパシ
タ数が4 個の場合をHspice でシミュレーション
解析して，次のことを確かめた．(1) 75V の直流
電圧から100V/60Hz で16 段のステップの階段状
の正弦波出力電圧が得られた．(2) 負荷抵抗を100
Ω，全てのスイッチのオン抵抗を0.1Ω，クロッ
ク周波数100kHz，時比率0.2のクロックの場合の
電力変換効率は90.9% と高効率が得られた．
（共同研究につき，本人担当部分抽出不可能）
（桝田了輔，寺田晋也，江口啓，大田一郎）

41（国内口頭発表）
フィボナッチ形ス
イッチトキャパシ
タ（SC）降圧コン
バータ

平湯宗人（崇城
大学）
寺田晋也（電子
工学科）
江口　啓（静岡
大学）
大田一郎（情報
通信工学科）

平成21年9月 第62回 電気関係学会九
州支部連合大会，No.10-
2A-02

本稿では従来の SC コンバータと比べて比較的少
ないキャパシタ数で低電圧が得られる SC降圧コ
ンバータを提案する．本コンバータは，フィボ
ナッチ形 SC降圧コンバータで，従来の直並列切
換え方式やリング形方式の SCコンバータと比較
して，較的少ないキャパシタ数で低い降圧比を
得られ，電力変換効率，クロックの簡単さの点
で優れている．Hspice によるシミュレーション
によって，回路の有効性を確かめた．今後の課
題として，使用目的に応じた SC コンバータの選
び方や各キャパシタ容量配分等が挙げられる．
（共同研究につき，本人担当部分抽出不可能）
（平湯宗人，寺田晋也，江口啓，大田一郎）

42（国内口頭発表）
スイッチトキャパ
シタDC-ACコン
バータの理想解析
に関する研究

藤本祥太郎（電
子情報システム
工学専攻）
寺田晋也（制御
情報システム工
学科）
江口啓（静岡大
学）
大田一郎（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）

平成21年11月 平成21年度 第8回電子情報
系高専フォーラム，
no.A-13，pp.123-126

スイッチトキャパシタ（SC）DC-ACコンバー
タは直流入力電圧から階段波状の交流出力を得
て，その後，シリーズレギュレータを用いて階
段波を正弦波交流に変換している．本稿では SC 
DC-AC コンバータのレギュレータで平滑化する
際の効率特性を理想波形から解析的に求め，一
般式として導出した．本解析法によって，SCコ
ンバータの階段波の段数がわかればレギュレー
タの変換効率を瞬時に求めることができ，各 SC
コンバータの効率特性の比較を容易に行うこと
ができるようになった．
（共同研究につき，本人担当部分抽出不可能）
（藤本祥太郎，寺田晋也，江口啓，大田一郎）

43（国内口頭発表）
デジタル選択方式
スイッチトキャ
パシタを用いた
AC-DC コンバータ
に関する研究

平川晋也（電子
情報システム工
学専攻）
寺田晋也（制御
情報システム工
学科）
江口　啓（静岡
大学）
大田一郎（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）

平成21年11月 平成21年度 第8回電子情報
系高専フォーラム，
no.B-14，pp.127-130

従来の SC AC-DC コンバータでは，(1) 昇降圧比
の段数が少ないため，シリーズレギュレータによ
る損失が増え，効率が低下する，(2)SC 内のキャ
パシタから無駄な電荷の移動が起こり，これが損
失の増加に繋がるなどの問題があった．本稿では，
AC-DC コンバータとして，多数の昇降圧比を実
現できるデジタル選択方式 SCコンバータを用い，
レギュレータを入力側に置くことで無駄な電荷
の移動を抑える方法を提案した．また，本回路
が90%以上の高効率であることをHspice による
解析で確認した．
（共同研究につき，本人担当部分抽出不可能）
（平川晋也，寺田晋也，江口啓，大田一郎）
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44（国内口頭発表）
スイッチトキャパ
シタを用いたEL
用電子点灯回路の
開発

黒田茜（電子情
報システム工学
専攻）
寺田晋也（制御
情報システム工
学科）
江口啓（静岡大
学）
大田一郎（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）

平成21年11月 平成21年度 第8回電子情報
系高専フォーラム，
no.A-15，pp.131-134

本稿では，スイッチトキャパシタ（SC）変成
器を用いたエレクトロルミネセンス（EL）用
電子点灯回路を提案して，その有効性をシミュ
レーションによって明らかにした．従来の SC  
AC-AC コンバータでは，入力電圧をサンプリン
グして各キャパシタに充放電していたため，ス
イッチング周波数を高めることができなかった
が，提案回路は，各キャパシタ電圧が同じにな
るように常時充放電するので高いスイッチング
周波数で任意の周波数の交流波形を得ることが
できる．シミュレーションの結果，出力電流が
0.26A のとき電力変換効率77.4％が得られた．
（共同研究につき，本人担当部分抽出不可能）
（黒田茜，寺田晋也，江口啓，大田一郎）

45（国内口頭発表）
バッテリー延命用
パルス発生回路の
開発に関する研究

松野新太郎（電
子情報システム
工学専攻）
大田真菜美（電
子情報システム
工学専攻）
寺田晋也（制御
情報システム工
学科）
大田一郎（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）

平成21年11月 平成21年度 第8回電子情報
系高専フォーラム，
no.A-16，pp.135-138

鉛バッテリーの寿命は約10年と言われているが，
そのほとんどが2～5年で廃棄されてる．主な原
因は，サルフェーションという，電極に硫酸鉛の
結晶が付着する現象である．この現象により電
極と電解液の接触面積が少なくなり，バッテリー
性能が低下する．しかし，これは微弱電流パル
スにより除去できる．本稿では，サルフェーショ
ンを除去するスイッチトキャパシタを用いたパ
ルス発生回路を提案し，バッテリーの寿命を5～
10年に延ばすことを目的としている．実際に回
路を作成し，市販回路の1/3の電力で動作させる
ことができた．
（共同研究につき，本人担当部分抽出不可能）
（松野新太郎，大田真菜美，寺田晋也，大田一郎）

46（国内口頭発表）
バッテリ延命回路
のドライバに関す
る研究

才塚優俊（電子
情報システム工
学専攻）
大田真菜美（電
子情報システム
工学専攻）
寺田晋也（制御
情報システム工
学科）
大田一郎（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）

平成21年11月 平成21年度 第8回電子情報
系高専フォーラム，
no.A-17，pp.139-142

車用のバッテリーに用いられる鉛は環境に有害
であり，廃棄量の削減が求められている．現在
廃棄されている鉛バッテリーの劣化原因の8割が，
サルフェーションと呼ばれる結晶化した硫酸鉛
であり，微弱電流パルスにより解消できることが
知られている．本稿ではバッテリー延命の理想
的な電流パルスを発生できるFETドライバを設
計し，実験によりその動作を明らかにした．試
作したFETドライバ回路は緩やかな立ち上がり
と急峻な立下りを持つ目標とする出力電圧波形
を得ることができた．
（共同研究につき，本人担当部分抽出不可能）
（才塚優俊，大田真菜美，寺田晋也，大田一郎）

47（国内口頭発表）
フィボナッチ形ス
イッチトキャパシ
タを用いたDC-DC
コンバータに関す
る研究

平井智應（電子
情報システム工
学専攻）
平湯宗人（崇城
大学）
江口　啓（静岡
大学）
寺田晋也（制御
情報システム工
学科）
大田一郎（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）

平成21年11月 平成21年度 第8回電子情報
系高専フォーラム，
no.A-18，pp.143-146

これまでのスイッチトキャパシタ（SC）コンバー
タを用いた電源は低い降圧比を実現する場合多
くの素子数が必要であった．そこで素子数を少な
くするため，フィボナッチ数列の考え方を用い
た新しい回路を提案した．従来回路である直並
列形 SCコンバータやリング形 SCコンバータと
比較し，Hspice を用いて提案回路の有効性を確
かめた．その結果，出力電流が1A以下で電力変
換効率は80％以上となり，従来回路より少ない
素子数で従来回路と同程度の特性が得られ，提
案回路の有効性を証明できた．
（共同研究につき，本人担当部分抽出不可能）
（平井智應，平湯宗人，江口啓，寺田晋也，大田
一郎）
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48（国内口頭発表）
デジタル選択方式
スイッチトキャ
パシタを用いた
AC-DC コンバータ

平川晋也（電子
情報システム工
学専攻）
寺田晋也（制御
情報システム工
学科）
江口　啓（静岡
大学）
大田一郎（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）

平成22年2月 第24回熊本県産学官技術交
流会，no.311，pp.90-91

本稿では，多数の昇降圧比を実現できるデジタ
ル選択方式 SCコンバータを用い，レギュレー
タを入力側に置くことで無駄な電荷の移動を抑
えるAC-DC コンバータを提案した．従来の SC 
AC-DC コンバータでは，(1) 昇降圧比の段数が少
ないため，シリーズレギュレータによる損失が大
きい，(2)SC 内のキャパシタから無駄な電荷の移
動が起こり，これが損失の増加に繋がるなどの
問題があった．提案回路はこれらの問題点が解
消され， 90%以上の高効率となることをHspice
による解析で確認した．
（共同研究につき，本人担当部分抽出不可能）
（平川晋也，寺田晋也，江口啓，大田一郎）

49（国内口頭発表）
スイッチトキャパ
シタDC-ACコン
バータの理想解析

藤本祥太郎（電
子情報システム
工学専攻）
寺田晋也（制御
情報システム工
学科）
江口啓（静岡大
学）
大田一郎（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）

平成22年2月 第24回熊本県産学官技術交
流会，no.312，pp.92-93

これまでのスイッチトキャパシDC-ACコンバー
タは直流を階段波にすることで交流出力を得て
いたが，実際に階段波を商用電源として用いるの
は困難である．そのため，レギュレータを用い
て階段波を正弦波交流に変換している．本稿で
はレギュレータで変換する際の効率特性を理想
波形から解析し，一般式として導出した上で各
SCコンバータの特性を明らかにする．結果とし
て，SCコンバータの階段波の段数とレギュレー
タの変換効率の関係を一般式として導出するこ
とができた．また新しく提案されたデジタル選
択方式 SCコンバータは従来のものと比べて効率
を5～7%改善できることを証明した．
（共同研究につき，本人担当部分抽出不可能）
（藤本祥太郎，寺田晋也，江口啓，大田一郎）

50（国内口頭発表）
フィボナッチ形ス
イッチトキャパシ
タを用いた降圧
DC-DC コンバータ

平井智應（電子
情報システム工
学専攻）
平湯宗人（崇城
大学）
江口　啓（静岡
大学）
寺田晋也（制御
情報システム工
学科）
大田一郎（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）

平成22年2月 第24回熊本県産学官技術交
流会，no.313，pp.94-95

本稿では，素子数を少なくするため，フィボ
ナッチ数列の考え方を用いた新しいスイッチト
キャパシタ（SC）電源を提案し，その有効性を
Hspice を用いて確かめた．これまでの SC電源
（直並列形やリング形）は低い降圧比を実現する
場合多くの素子数が必要であった．シミュレー
ションの結果，出力電流が1A以下で電力変換効
率は80％以上となり，少ない素子数で，従来回
路と同程度の特性が得られた．提案回路の有効
性を証明できた．
（共同研究につき，本人担当部分抽出不可能）
（平井智應，平湯宗人，江口啓，寺田晋也，大田
一郎）

51（国内口頭発表）
モバイル等小型電
子機器向け電源の
超薄型小型化，低
雑音化　－デジタ
ル選択方式による
高効率スイッチト
キャパシタ電源回
路－

大田一郎（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
寺田晋也（制御
情報システム工
学科）

平成22年3月 新技術説明会，科学技術振
興機構東京本部 JSTホー
ル

各キャパシタに充電される電圧比が2進数の各
桁の重みに比例するように，キャパシタ間の接
続をスイッチで高速に切り換える新しいスイッ
チトキャパシタ電源を開発した．本回路は，最
小の素子数で昇降圧比の組み合わせを最大にす
ることができ，DC-DC コンバータは勿論のこ
と，入出力から取り出すスイッチを入出力電圧
に応じて制御することによって，損失の小ない
高効率のDC-ACコンバータ，AC-DC コンバータ，
AC-ACコンバータ，更にはデジタルアンプにも
応用できる．
（共同研究につき，本人担当部分抽出不可能）
（大田一郎，寺田晋也）
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52（国内口頭発表）
電子線照射Geダイ
オードの電気特性
評価

坂本敬太（専攻
科2年）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
E.Simoen 
(IMEC)
C.Claeys (IMEC)

平成21年11月 応用物理学会九州支部学術
講演会，講演予稿集第35号，
p. 57.

　現在半導体デバイスは，我々の生活基盤を担っ
ており，その利用範囲は広く人工衛星や宇宙ス
テーションに代表されるような宇宙空間にまで
及んでいる．これまで，Si デバイスの耐放射線
性については，多くの研究報告がなされている
が，その他の材料についての報告例は，Si に比
べると少ない．本研究では，耐放射線性があま
り知られていないGeに着目し，放射線による特
性の劣化機構を調査するために，電子線を照射
したGeダイオードの電気特性を評価した．電子
線照射により，照射量が増加するほど逆方向電
流が増加している．これは照射により生じたリー
ク電流が原因であると考えられる．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析，まと
めまで全般を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（坂本敬太，高倉健一郎，大山英典，E. Simoen，
C. Claeys）

53（国内口頭発表）
電子線照射GaN 
LEDの熱処理によ
る特性回復

花田雅文（専攻
科2年）
永冨雄太（電子
工学科5年）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
米岡将士（技術
センター）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
緑川正彦
(JAXA)
久保山智司
(JAXA)

平成21年11月 応用物理学会九州支部学術
講演会，講演予稿集第35号，
p. 99.

　近年，サファイア基板上にGaN系材料を用
いた青色 LEDが開発されて以来，短波長の青
色 LEDの開発が特に進み，その技術は白色発光
LEDの実現を可能とし，レーザへも応用されて
いる．その応用は高信頼性の特徴から地上におけ
る一般的な用途外にも，宇宙空間のような特殊環
境下まで想定される．本研究では，青色 LEDの
特に熱処理による特性回復に焦点を当て研究を
行なった．宇宙環境において想定される電子線
照射量を照射した LEDに，熱処理を施した．さ
らに熱処理による特性回復の活性化エネルギー
を求めた．照射・熱処理の結果から，宇宙放射
線による LEDの特性変化のメカニズムを検討し
た．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析，まと
めまで全般を担当した．）
（米岡は，照射実験を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（花田雅文，永冨雄太，高倉健一郎，米岡将士，
大山英典，緑川正彦，久保山智司）

54（国内口頭発表）
Si 太陽電池の電子
線照射による電気
的特性および変換
効率の評価

木永一輝（電子
工学科5年）
高本総一郎（専
攻科2年）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
米岡将士（技術
センター）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
E. Simoen 
(IMEC)
C. Claeys (IMEC）

平成22年2月 第24回熊本県産学官技術交
流会，講演論文集，pp. 96-
97.

　本研究では，Si 太陽電池モジュールを使用し
た．試料サイズが62×66 mm，ガラスエポキシ
ボード上に Si 太陽電池を防水加工したものであ
る．なお，出力開放時の定格電圧は0.5 V，短絡
時の最大電流は500 mAとなっている．放射線源
には加速エネルギー2 MeVの電子線を用い，日
本原子力開発機構・高崎量子応用研究所の電子
加速器 (Dynamitron) において照射を行った．照
射量は1×1013，1×1014，1×1015 e/cm2，とした．
素子に入射エネルギー100 mW/cm2の光を試料に
照射したときの電流－電圧特性および電力－電
圧特性を測定することで，変換効率を調べた．ま
た，試料の暗電流特性を測定した．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析，まと
めまで全般を担当した．）
（米岡は，照射実験を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（木永一輝，高本聡一郎，高倉健一郎，米岡将士，
大山英典，E. Simoen，C. Claeys）
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55（国内口頭発表）
電子線照射された
ツェナーダイオー
ドの降伏電圧の変
化

津曲大喜（電子
工学科5年）
青木大成（電子
工学科5年）
金子朋弘（専攻
科2年）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
岩城隆（菱栄テ
クニカ）
広瀬孝幸（菱栄
テクニカ）
小野塚徹（菱栄
テクニカ）
加藤一成（菱栄
テクニカ）

平成22年2月 第24回熊本県産学官技術
交流会，講演論文集，pp. 
120-121.

　宇宙工学の分野における，半導体デバイスの
需要が急速に高まっており，人工衛星など宇宙
空間で利用される機会が増えている．しかし，宇
宙には宇宙放射線が存在し，半導体デバイスは
その影響を非常に受けやすい．そのため，宇宙
空間を想定した放射線照射による信頼性評価が
数多く検討されてきた．宇宙用として，耐放射
線に優れた半導体デバイスが開発されてきたが，
高価であることが問題として挙げられる．そこで，
民生用半導体デバイスを代用することが考えら
れる．民生用半導体デバイスは，安価で大量生
産が可能であり，代用できれば低コスト化を実
現できる．今回は，半導体デバイスの一つであ
るツェナーダイオードを研究対象として取り上
げた．本研究ではツェナーダイオードの評価方
法として，電子線を照射した前後の室温におけ
る電流 /電圧特性を評価した．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（津曲大喜，青木大成，金子朋弘，高倉健一郎，
大山英典，岩城隆，小野塚徹，加藤一成）

56（国内口頭発表）
SiGe/Si ヘテロ構造
ダイオードの電子
線照射による電気
的特性劣化

出本竜也（電子
工学科5年）
長野貴士（専攻
科2年）
米岡将士（技術
センター）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
E.Simoen 
(IMEC)
C.Claeys (IMEC)
M.Gonzalez
（IMEC）

平成22年2月 第24回熊本県産学官技術
交流会，講演論文集，pp. 
122-123.

　Si に応力を加えて歪ませることでキャリア
移動度を向上させることができる．そこで現在，
SiGe/Si ヘテロ接合による，性能向上を目的とし
た素子の検討が行われている．一方，半導体デ
バイスは人工衛星や原子炉内などに用いられて
いるが，人工衛星の動作している宇宙空間や原
子炉内などは厳しい放射線環境下で動作しなけ
ればならない．半導体デバイスは放射線の影響
を受けやすく，故障の原因にもなるため放射線
による特性への影響の評価が必要である．本研
究には，Si および Si0.85Ge0.15/Si, Si0.75Ge0.25/Si の3
種類のダイオードを用いた．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（米岡は，照射実験を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（出本竜也，長野貴士，米岡将士，高倉健一郎，
大山英典，E.Simoen，C.Claeys，M.Gonzalez）
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57（国内口頭発表）
酸化ガリウム膜の
不純物添加及び電
子線照射による抵
抗率低減の試み

船﨑優（電子工
学科5年）
古閑大輝（専攻
科2年）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
E. Simoen 
(IMEC)
C. Claeys 
(IMEC)
萱本良雄（湖東
製作所）
渋谷睦夫（日本
ガスケミ）
山本博康（テク
ノデザイン）

平成22年2月 第24回熊本県産学官技術
交流会，講演論文集，pp. 
124-125.

　現在 , 透明電極の材料である酸化インジウム
(ITO) や酸化亜鉛 (ZnO) などは In( インジウム )
の資源枯渇 , 亜鉛の毒性の観点から問題とされ ,
代替材料の開発が急務である . 酸化ガリウムはバ
ンドギャップが , 約4.9eV と広いワイドギャップ
半導体で , 不純物添加により導電率が向上する性
質があり , 透明電極やガスセンサへの応用が期待
されている . 我々は酸化ガリウムを透明電極とし
て利用することを目的として , スパッタ法による
導電率の高い酸化ガリウム薄膜作製を行ってい
る . 今回は , 薄膜の作製条件 , 照射により形成し
た欠陥が , 透明電極として使用する上で重要な特
性である抵抗率に与える影響を検討した .
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（船﨑優 , 古閑大輝 , 高倉健一郎 , 大山英典，E. 
Simoen, C. Claeys，萱本良雄，渋谷睦夫，山本博
康）

58（国内口頭発表）
Ge p-MOSFETの
電子線照射による
ドレイン電流の変
化

塚本真幹 , クマ
ルアニル（電子
工学科5年）
米岡将士（技術
センター）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
E. Simoen
（IMEC）
C. Claeys（IMEC）

平成22年2月 第24回熊本県産学官技術
交流会，講演論文集，pp. 
128-129.

　従来のMIS トランジスタのチャネルには Si が
用いられていたが , 微細化に伴い , 材料自体の
限界により十分な駆動電流を得ることが困難と
なってきている . そのため , よりキャリア移動
度の高い材料であるGeの適用と , それに適した
ゲート積層構造の開発が進められている . このよ
うな背景の下 , 本研究ではGe MOSFETの放射
線耐性を評価した．VGS-ID 特性でドレイン電流は
ゲート長に依存していた . 従って , 移動度 , 閾値
電圧にも影響を及ぼしていることが分かる . デバ
イスに電子線を照射することにより , ドレイン電
流 , 移動度は減少するなどの電気特性の劣化がみ
られた .
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（米岡は，照射実験を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（塚本真幹 , クマルアニル , 米岡将士 , 高倉健一郎 , 
大山英典，E. Simoen, C. Claeys）
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59（国内口頭発表）
InGaN LEDの電子
線照射による劣化
メカニズムの解明

永冨雄太（電子
工学科5年）
花田雅文（専攻
科2年）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
米岡将士（技術
センター）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
緑川正彦 
(JAXA)
久保山智司 
(JAXA)
E. Simoen 
(IMEC)
C. Claeys 
(IMEC)

平成22年2月 第24回熊本県産学官技術
交流会，講演論文集，pp. 
130-131.

　最近では，青色発光ダイオードを人工衛星な
ど宇宙環境での通信機器などに搭載することも
あり，青色発光ダイオードの放射線照射による
影響を明らかにすることは急務である．そのため，
今回の研究では InGaNの電気的特性 (I-V，C-V)
の劣化メカニズムの原因を解明することを目的
とした．電子線を LEDに照射することにより
GaN基板に格子欠陥が導入され，電流 - 電圧特性
については逆方向電流の増加といった特性劣化
が見られた．さらに，その増加の仕方は照射量
が多くなるにつれて増加した．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（米岡は，照射実験を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（永冨雄太，花田雅文，高倉健一郎，米岡将士，
大山英典，緑川正彦，久保山智司，E. Simoen，
C. Claeys）

60（国内口頭発表）
IGBTの欠陥導入
によるライフタイ
ム制御と界面準位
の評価

金子朋裕（専攻
科2年）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
中林正和（ルネ
サステクノロ
ジー）

平成22年2月 第1回半導体材料・デバイ
スフォーラム，pp.82-83.

　パワーエレクトロニクスを支えるパワーデバ
イスの中でも IGBTの活躍はめざましい．しか
しながら，IGBTにはスイッチング動作における
ターンオフ時間がバイポーラトランジスタより
も格段に速いが，パワーMOSFETに比べて遅い
という欠点がある．そこで現在では電子線照射
などによるキャリアライフタイムの最適制御が
行なわれている．電子線照射によって IGBTの
ライフタイム制御を行なう場合にも，信頼性評
価が必要となる．そこで本研究では IGBTに電
子線を照射し，照射がライフタイムに与える影
響を再結合ライフタイム測定によって評価する
とともに，信頼性評価として照射が電気的特性
に与える影響について電流 /電圧測定及び静電
容量 /電圧測定によって評価した．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（金子朋裕，高倉健一郎，大山英典，中林正和）

61（国内口頭発表）
β-Ga2O3膜の抵抗率
低減の試み

古閑大輝（専攻
科2年）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
山本博康（テク
ノデザイン）
萱本久仁夫（湖
東製作所）
渋谷睦夫（日本
ガスケミ）

平成22年2月 第1回半導体材料・デバイ
スフォーラム，pp.84-85.

　酸化ガリウムは ITOの代替材料として研究さ
れている．我々は酸化ガリウム薄膜の作製およ
び不純物添加の影響を評価している．一方，酸化
ガリウムの抵抗率を低減する方法として試料へ
の電子線照射についても検討している．電子線
照射を行なうと，酸化ガリウム中に欠陥が形成
され，それがドナーまたはアクセプタとして振
る舞うことが期待される．酸化ガリウム薄膜の
作製条件や不純物，照射により形成される欠陥が，
透明電極として使用する上で重要な特性である
抵抗値に与える影響を検討した．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（古閑大輝，高倉健一郎，大山英典，山本博康，
萱本久仁夫，渋谷睦夫）
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62（国内口頭発表）
電子線照射Geダイ
オードの熱処理に
よる電気特性の回
復

坂本敬太（専攻
科2年）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（除法
通信エレクトロ
ニクス工学科）
E. Simoen 
(IMEC)
C. Claeys 
(IMEC)

平成22年2月 第1回半導体材料・デバイ
スフォーラム，pp.86-87.

　半導体デバイスに放射線を照射すると，理想
的な特性を示さなくなることや，照射された素
子に熱処理を施すことにより，特性が回復する
ことが分かっている．これまで，Si デバイスの
耐放射線性については，多くの研究報告がなさ
れているが，その他の材料についての報告例は，
Si に比べると少ない．本研究では，耐放射線性
があまり知られていないGeに着目し，放射線に
よる特性の劣化機構を調査するために，電子線
を照射した Ge ダイオードの電気特性を評価した．
また，高温時に見られる回復のメカニズムを調
べるために照射後に熱処理を行った．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（坂本敬太，高倉健一郎，大山英典，E. Simoen，
C. Claeys）

63（国内口頭発表）
Ge p-MOSFETの
電子線照射による
電気特性の温度依
存性

鋤先英樹（専攻
科2年）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
E. Simoen 
(IMEC)
C. Claeys 
(IMEC)

平成22年2月 第1回半導体材料・デバイ
スフォーラム，pp.88-89.

　本研究ではGe p-MOSFETの電子線照射によ
る電気特性の温度依存性を調査した．電子線照
射前後の ID/VG 特性，ID/VD 特性の測定を室温と
77Kで行った．その結果，電子線照射によって
ドレイン電流は減少し，閾値電圧は負の方向に
シフトした．これは照射によるキャリア密度の
減少が原因と考えられる．また低温では，ドレ
イン電流が増加し，閾値電圧は正の方向にシフ
トした．これはキャリアの移動度の増加及びチャ
ネルの抵抗率が減少していることによるものと
考えられる．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（鋤先英樹，高倉健一郎，大山英典，E. Simoen，
C. Claeys）

64（国内口頭発表）
電子線照射による
Si 系太陽電池の変
換効率の劣化

髙本聡一郎（専
攻科2年）
髙倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）

平成22年2月 第1回半導体材料・デバイ
スフォーラム，pp.90-91.

　太陽電池は開発当初から宇宙と密接な関係に
あり，人工衛星など宇宙で用いられる機器の電源
として広く用いられている．Si 系太陽電池に電
子線を照射すると，素子内に結晶欠陥が導入され
る．この結晶欠陥は照射量の増加に伴って増加し，
電子と正孔の再結合を促す．この再結合ロスに
より，電子と正孔の拡散長が減少してしまうため，
電流，最大電力が減少し，変換効率が減少する
ことが分かった．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（髙本聡一郎，髙倉健一郎，大山英典）



― 132 ―

発表題目 著者名（所属） 発表年月 発表雑誌または発表学会等
の名称

概　　　　　　　　要

65（国内口頭発表）
SiGe/Si ヘテロデバ
イスの電気的特性
に与えるGeの影響

長野貴士（専攻
科2年）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
M.B.Gonzalez 
(IMEC)
E.Simoen 
(IMEC)
C.Claeys (IMEC)

平成22年2月 第1回半導体材料・デバイ
スフォーラム，pp.92-93.

　本研究では，eSiGe S/D pMOSFET，そして
MOSFET内のどの部分の劣化が特性劣化の主
な要因か部分的に調べるために，S/D部分に形
成されている SiGe/Si ヘテロ構造ダイオードに
2 MeV の電子線を照射し，電気的特性から放射
線損傷のGe含有量依存性について評価を行っ
た．ID-VGS 特性の結果から最大伝達コンダクタン
ス gmmax を算出すると，S/Dが Si 及び eSi0.8Ge0.2
両方のデバイスにおいて電子線照射量が増加す
るとともに，gmmax が減少していることが分かる．
gmmax はチャネル抵抗の逆数であるため，gmmax の
減少はチャネル抵抗の増加を意味している．その
ため，電子線照射によってチャネル抵抗が増加
したことに起因して，ID が減少したことが分かる．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（長野貴士，高倉健一郎，大山英典，M.B.Gonzalez，
E.Simoen，C.Claeys）

66（国内口頭発表）
GaN系 LEDの放
射線照射導入欠陥
による電気的特性
の劣化

花田雅文（専攻
科2年）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
池田直美 
(JAXA)
久保山智司 
(JAXA)

平成22年2月 第1回半導体材料・デバイ
スフォーラム，pp.94-95.

　本研究は，青色 LEDに焦点を当て，その放射
線耐性を調査した．陽子線とほぼ同等な照射量
の電子線を LEDに照射した．その結果，陽子線
及び電子線照射前後の I-V，C-V 特性から，電気
特性は劣化することが分かった．これらは，電
子線照射により形成された欠陥が，逆方向電流
を増加させるとともに静電容量を減少させたと
考えられる． DLTS 特性ではピークの増大から
照射により欠陥準位密度が増大したことで，キャ
リアが不活性化していることが分かる．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（花田雅文 , 高倉健一郎 , 大山英典 , 池田直美 , 久
保山智司）

67（国内口頭発表）
FTIR を用いた電
子線照射Cz-SiGe
の欠陥評価

井手亜貴子（専
攻科2年）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
C. Londos（ア
テネ大学）
井上直久（東京
農工大学）

平成22年2月 第1回半導体材料・デバイ
スフォーラム，pp.104-105.

　Si と Ge の化合物である SiGe 結晶は主に高速
デバイスの製作のために用いられる非常に重要
な材料であり，低消費電力，ノイズが少ない，放
射線耐性が高いなどという点から将来性の高い
物質である．しかし，SiGe 中の照射導入欠陥及
びそれらの電気特性への影響については不明な
点が多く，今後調査する必要がある．従って本
研究では ,SiGe の照射導入欠陥をFT-IR で評価す
ることを目的とし，電子線照射前後のFT-IR 測
定を行い，欠陥種を比較，またGeの含有量がど
のように影響するか，更に熱処理による欠陥の変
化について考察した．電子線を照射することで
SiGe 結晶中にVO欠陥が生じ，Ge含有量が高い
ほどVO欠陥が発生しにくい．また熱処理を行
うことでVO欠陥は減少し，その代わりにVO2
欠陥が発生することが分かった．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（井手 亜貴子，大山 英典，高倉 健一郎，C. 
Londos，井上 直久）
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68（国内口頭発表）
オージェ電子分光
装置を用いた
β-Ga2O3の表面解析

河津藍青（専攻
科1年）
古閑大輝（専攻
科2年）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）

平成22年2月 第1回半導体材料・デバイ
スフォーラム，pp.106-107.

　我々は，これまでにスパッタ法で酸化ガリウ
ム膜の作製を検討している．しかし，アンドー
プ膜の抵抗率は高く，透明電極として利用する
ことは難しかった．そこで現在，酸化ガリウム
膜中への不純物添加を検討している．不純物に
は Si を選び，原料である酸化ガリウムターゲッ
トと同時に Si をスパッタすることで実現してい
る．Si 添加量は，スパッタする Si の量で調整し
ているが，作製した酸化ガリウム膜中に取り込ま
れた Si 量を決定できていない．そこで，オージェ
電子分光装置を用いて酸化ガリウムの表面及び
深さ方向の元素分析を行うことを目的とした．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（河津　藍青，古閑大輝，高倉健一郎，大山英典）

69（国内口頭発表）
Si を用いた微小積
層構造の作製

小島秀太（専攻
科1年）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（除法
通信エレクトロ
ニクス工学科）

平成22年2月 第1回半導体材料・デバイ
スフォーラム，pp.108-109.

　本研究はその Si を基板に用いてMEMS技術の
一つである犠牲層エッチングを利用した微小積
層構造の作製を行い，そのプロセス等の検討を
行う．使用する Si 基板は全てBドープした P型
の基板であり，デバイス製作前には，アセトン・
エタノールによる有機洗浄，5％のフッ酸による
自然酸化膜の除去を行った．製作後の構造を走査
型電子顕微鏡で観察した．しかし，今回行った
製作プロセスでは，スパッタにより形成した Si
薄膜がフッ酸による SiO2のエッチングに耐えき
れないこととKOHによる異方性エッチングでは
SEMでの観察が出来なかったことが原因で，所
望とする構造の製作が出来なかった．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（小島秀太，高倉健一郎，大山英典）

70（国内口頭発表）
Si ダイオードのGe
添加による電子線
耐性の電気特性評
価 

東孝洋（専攻科
1年）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
J. Vanhellemont
（ゲント大学）

平成22年2月 第1回半導体材料・デバイ
スフォーラム，pp.110-111.

　Ge をドーピングした Si は放射線に強いデバイ
スの応用として興味深い．微量のGeを添加した
SiGe 固溶体が Si1-xGex エピタキシャル膜と同等の，
そして Si よりも高い放射線耐性を示すと報告さ
れている．(2) この量の Ge を添加した SiGe は放
射によって誘発された一次欠陥が減少すること
にGe原子が機能していると考えられている．本
研究ではダイオードの電子線照射損傷はGeを添
加したCZ Si とアンドープCZ Si を電気的に評価
した．IV，CV特性に関して，Ge添加による耐
電子線照射では若干ではあるが，SiGe ダイオー
ド劣化が少ないという結果が得られた．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（東孝洋，高倉健一郎，大山英典，J. 
Vanhellemont）
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71（国内口頭発表）
デバイス作製教育
を目的とした熊本
高専クリーンルー
ムの利用

平田祐也（専攻
科2年）
高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
萩原宗明（くま
もとテクノ産業
財団）

平成22年2月 第1回半導体材料・デバイ
スフォーラム，pp.112-113.

　中小企業で働く若手技術者の中には就業する
までに，電子技術に関する十分な知識を学ぶ機
会のなかった人材も多く，そのような若手技術者
の育成が必要である．熊本電波高等専門学校では，
地域電子情報系中小企業の若手技術者を対象に，
電子技術に関する基礎知識習得のための座学と
本校で有するクリーンルームを用いた半導体デ
バイス製作実習を行い，新技術・新事業の提案が
できる創造的若手技術者の育成を支援してきた．
この中で，著者（平田）は，実習講座のティー
チングアシスタント（ＴＡ）として参加した．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析まで全
般を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（平田祐也，高倉健一郎，大山英典，萩原宗明）

72（国内口頭発表）
p-Si1-xGex MOSFET
の電子線照射効果

高倉健一郎（情
報通信エレクト
ロニクス工学科）
大山英典（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
M.B.Gonzalez 
(IMEC)
E. Simoen 
(IMEC)
C. Claeys 
(IMEC)

平成22年3月 第57回応用物理学関経連合
講演会，p.13-033．(DVD)

　放射線環境下における各種半導体デバイスの
放射線損傷について，様々な検討がされている．
中でも，Si デバイスやGe及び SiGe デバイスに
関する放射線照射導入欠陥についての研究は，こ
れまで多くある．しかし，p-SiGe MOSFETにつ
いては，あまり例がない．今回は，ソース及び
ドレインに SiGe を持った p-MOSFETに2-MeV
電子線を照射したときの電気特性劣化について
評価した．
（高倉は，実験計画の立案からデータ解析，まと
めまで全般を担当した．）
（大山は，実験の総括を担当した．）
（高倉健一郎，大山英典，M. B. Gonzalez，E. 
Simoen，C. Claeys）

73（国内口頭発表）
隠れマルコフモデ
ルを用いた位置決
め操作における目
標推定

山倉昌大（制御
情報システム工
学専攻）
河野翔太（制御
情報システム工
学専攻）
柴里弘毅（制御
工学科）

平成21年9月 平成21年度電気関係学会九
州支部連合大会公演論文集
06-2A-11　(CD-ROM)

操作支援の一つに，操作に関する有用な情報の提
示がある．複数の人間が協調して作業を行う場合，
各人がどの目標に操作をしているのか提示する
ことで，操作ミスや事故を防ぐことになると考
えられる．本報告では，平面内の位置決め操作
を例に取り，操作目標の推定を行う．操作時の
位置と速度情報から出力シンボル系列を作成し，
同一方向に存在する複数の目標の候補の中から
最適な目標を推定する手法を提案する．ある目
標に移動する可能性を隠れマルコフモデルを用
いることにより，段階的あるいは連続的な提示
を可能にした．

（柴里は，着想および理論の定式化と従来手法と
の比較・考察を担当した．）
（河野は，実験装置作成および実機実験と考察を
担当した．）
（山倉は，数値シミュレーションと評価を担当し
た．）
（山倉昌大，河野翔太，柴里弘毅）
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74（国内口頭発表）
書字動作における
周波数解析と筆跡
補正に関する研究

古閑公晶（制御
情報システム工
学専攻）
柴里弘毅（制御
情報システム工
学科）

平成21年11月 平成21年度第8回電子情
報系高専フォーラム論文
集 ,pp.7-10,2009

手指上肢において障がいを受けた場合，訓練期
間中や治療期間中においても日常生活において
上肢や手指を利用する機会は多くあり，リハビ
リ初期の患者や機能回復の難しい患者などが手
指上肢を利用した運動を行なうことは困難であ
ることが考えられる．本研究では日常生活の中
でも書字動作という点に注目して，振戦をもつ
患者に対して書字動作の支援を行うことのでき
るシステムの開発を目的としている．今回は振
戦のデータ解析を行うためにデータ取得を行え
る課題システムの作成と筆跡に生じる震えを除
去することでの粗雑さの改善について検討した．

（柴里は，着想および理論の定式化と評価・考察
を担当した．）
（古閑は，実験システムの作成，データ収集と解
析，評価を行った．）
（古閑公晶，柴里弘毅）

75（国内口頭発表）
位置と速度を用い
た隠れマルコフモ
デルによる位置決
め操作目標の推定

山倉昌大（制御
情報システム工
学専攻）
柴里弘毅（制御
情報システム工
学科）

平成21年11月 平成21年度第8回電子情
報系高専フォーラム論文
集 ,pp.3-6,2009

本報告では，平行2リンクマニピュレータの平面
内の位置決め操作において，人の操作目標推定
をリアルタイムに行う．従来は，位置情報から
出力シンボル系列を生成する手法が提案されて
いたが，同一方向に目標が複数存在する場合の適
用が困難であった．本研究では，操作時の位置
と速度情報から出力シンボル系列を作成し，同
一方向に存在する複数の目標に対しても操作目
標推定を可能にするアルゴリズムを提案する．

（柴里は，着想および理論の定式化と従来手法と
の比較・考察を担当した．）
（山倉は，実機実験，データ解析と評価を担当し
た．）
（山倉昌大，柴里弘毅）

76（国内口頭発表）
つくばチャレンジ
2009 における熊本
高専の取組み

葉山清輝（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）
入江博樹（建築
社会デザイン工
学科）
工藤友裕 ( 共通
教育科 )

平成21年12月 第10回システムインテグ
レーション部門講演会
(SI2009)（2009年12月24日
～26日・東京）

屋外で自立的に行動できる移動ロボット大会で
ある ”つくばチャレンジ２００９”に参加し，製
作したロボットのハードウェア，ソフトウェア
および問題解決に対するアプローチについて発
表した．ロボットは外界認識としてUSBカメ
ラ，レーザレンジファインダ，３D加速度センサ，
磁気センサ，GPS を有し，マイコンによる駆動
制御部を有するエンコーダ内蔵モータによる独
立2輪操舵できる．ノート PCで自律制御を行う．
（葉山は，ロボットの製作と発表を担当した．）
（入江は，GPS によるコース測量とGPS 測位に関
するソフトウェア設計を担当した．）
（工藤は，行動制御に関わるソフトウェア設計を
担当した．）
（葉山清輝，入江博樹，工藤友裕）

77（国内口頭発表）
マイクロマウス九
州地区大会につい
て 

葉山清輝（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）

平成22年3月 九州プログラミング研究会
　第29回定例研究会

熊本高専で行われているマイクロマウス九州地
区大会の紹介し，昨年度の競技結果と次年度開
催のアナウンスを行った．また教材用に設計した
マイクロマウス元にハードウェアやソフトウェ
アについて紹介した．
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78（国内口頭発表）
教材用低周波発振
器，オシロスコー
プの設計について

葉山 清輝（情報
通信エレクトロ
ニクス工学科）

平成22年8月 九州プログラミング研究会
　第30回定例研究会

電気・電子回路学の基礎を学ぶ上で有用な学習
教材として低価格で製作できる低周波発信器と
デジタルオシロスコープの設計事例を示した．両
者のハードウェアとソフトウェアについてそれ
ぞれ解説を行った．

79（国内口頭発表）
換気性能を有する
窓の防音ユニット
内の音響伝搬に関
する研究

西村壮平（機械
知能システム工
学科）
西村勇也（制御
情報システム工
学科）
高島佑介（崇城
大学）
池田達裕（崇城
大学）

平成22年9月 平成22年度電気関係学会九
州支部連合大会講演論文集，
pp.332.

住宅用窓において，換気性維持と外来騒音の低
減を両立させるための防音窓を設計するにあた
り，出入口を持つ直方体の防音ユニットの音波
伝搬を波動方程式より求め，それに伴う高次波
音圧成分の発生メカニズムを明らかにする．また，
理論計算により示された高次波音圧成分の発生
メカニズムの正当性を証明するために実験検証
を行い，本手法の有効性の確認を行った．
（共同研究につき本人担当部分抽出不可）
（西村壮平，西村勇也，高島佑介，池田達裕）

80（国内口頭発表）
換気性能を有する
窓の防音ユニット
内の音響伝搬に関
する研究
「換気機能を有する
開口位置の実験検
証」

西村勇也（制御
情報システム工
学科）
西村壮平（機械
知能システム工
学科）
高島佑介（崇城
大学）
池田達裕（崇城
大学）

平成22年9月 平成22年度電気関係学会九
州支部連合大会講演論文集，
pp.333.

防音窓の性能を決めるための重要な防音ユニッ
トは，膨張型マフラーと同じインピーダンスミ
スマッチング効果を利用する．換気と防音は相
反するトレードオフの関係にあるため，三次元
の波動方程式によりユニット内の音圧を理論的
に解析した．高次波音圧成分の発生を防ぐため
に入出口の開口面積や配置を可変し，最適位置
の検証を行った．また，理論計算の正当性を証
明するために実験検証を行い，本手法の有効性
の確認を行った．
（共同研究につき本人担当部分抽出不可）
（西村勇也，西村壮平，高島佑介，池田達裕）

81（国内口頭発表）
換気性能を有する
窓の防音ユニット
内の音響伝搬に関
する研究
「任意の入出口を有
する防音ユニット
の理論計算と実験」

高島佑介（崇城
大学）
西村勇也（制御
情報システム工
学科）
西村壮平（機械
知能システム工
学科）
池田達裕（崇城
大学）

平成22年9月 平成22年度電気関係学会九
州支部連合大会講演論文集，
pp.334.

防音窓の設計にあたり，より換気機能を活かす
ために入出口を対向位置・直交位置に配置した2
つの解析モデルで定義し，三次元の波動方程式
での理論計算及び実験検証を行った．理論計算・
検証実験の結果より，高次波音圧成分の発生メ
カニズムが明らかとなり本手法の有効性の確認
を行った．これにより任意寸法の防音ユニット
の音響特性を求めることができ，また最適な入
出口の位置決定が可能となる．
（共同研究につき本人担当部分抽出不可）
（西村勇也，西村壮平，高島佑介，池田達裕）

82（国内口頭発表 )
マイクロストリッ
プ線路と集中定数
素子を用いた広帯
域フィルタ

川端雄三，岸本
達也（情報通信
工学科）
小田川裕之（専
攻科）

平成22年9月 2010年度電子情報通信学会
九州支部学生会講演会講演
論文集 , B-18．

　次世代の通信では加入者及び伝送量の増加が
予想され，これに対応するために現在よりさら
に広帯域かつ低損失のマイクロ波帯フィルタが
必要となる．本研究では，マイクロストリップ
線路と SAW変換器をうまく組み合わせてこれを
実現しようと考えた．今回はその前段階として，
周波数によってインピーダンスが変化する SAW
変換器の代わりに集中定数素子を用いた回路に
ついて検討し，実験により有用性を確認した．
（小田川，統括と研究指導を担当した．）
（川端雄三，岸本達也，小田川裕之）
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83（国内口頭発表 )
マイクロストリッ
プと集中定数素子
を用いた帯域幅可
変フィルタ

梅本昌宏，岸本
達也（情報通信
工学科）
小田川裕之（専
攻科）

平成22年9月 2010年度電子情報通信学会
九州支部学生会講演会講演
論文集 , B-19．

　現在，携帯電話をはじめとする移動通信機器
には，周波数選択のためのフィルタが多数用い
られており，１つの通信機器で多種類の通信方
式に対応する必要があるため，周波数特性の可
変できるフィルタが切望されている．本研究で
は，そのフィルタの実現を目指して , マイクロス
トリップラインと集中定数素子を用いた回路に
ついて検討した．シミュレーションにより，コ
ンデンサの容量を可変することで，帯域幅御を
可変できるという結果が得られた．実験による
検証は今後の課題である．
（小田川，統括と研究指導を担当した．）
（川端雄三，岸本達也，小田川裕之）

84（国内口頭発表）
冬季日本周辺で起
きる爆弾低気圧の
長期変化

岩尾航希（共通
教育科）

平成22年5月 日本気象学会2010年度春季
大会講演論文集，pp.92．

冬季日本周辺で生じる爆弾低気圧の1979-2007年
での変化を調べた．その結果爆弾低気圧の頻度は，
日本の東近海で増加し，さらに東の遠海では減
少していることが明らかになった．このことには，
海面水温の上昇が関係していることが示唆され
た．
（岩尾は，主な解析を担当した．）
（稲津將，木本昌秀）

85（国内口頭発表）
高専専攻科におけ
るTOEIC 短期集
中指導の試み－八
代高専サマーレク
チャー報告－

宇ノ木寛文（共
通教育科）
関　文雄（共通
教育科）
岩下いずみ（共
通教育科）
福井由美子（共
通教育科）

2009年9月 全国高等専門学校英語教育
学会　第33回研究大会

　本発表では , 平成17年と21年に実施した集中講
座について報告した .
　講座では , 読解・聴解力の向上 , 解法の修得 ,
その後も活用できる学習・トレーニング法の習
得を大きな目標とした .
　参加者の高い意識もあり , 学習・トレーニング
法の習得は十分に図られたが , ＴＯＥＩＣの解法
及び短期間の得点力アップのための指導には課
題が残った .
　そこで21年度の講座では解法のトレーニング
に大きなウエイトを置くなど改善を試みた結果 ,
参加者の得点に大きな伸長が見られた .
　研究は執筆者4名がすべて共同であたった .( 宇
ノ木寛文 , 関文雄 , 岩下いずみ , 福井由美子 )
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86（国内口頭発表）
熊本高専における
人材育成事業を活
用したCAD/CAE/
CAM教育

田中裕一，河
﨑功三，福田
泉，開豊，豊浦
茂，小田明範，
井山裕文（機械
知能システム工
学科），浦本登
美雄（技術セン
ター）

平成21年12月 第2回高専における設計教
育高度化のための産学連携
ワークショップ，pp.25-28

平成18年度から，熊本高専八代キャンパスで継続
して実施している３次元CAD/CAE/CAMを活
用する社会人向けの人材育成事業を取り上げた．
事業を行う際，本科5年生と専攻科生をティーチ
ングアシスタント（以下，TAとする）として参
加させ，受講者はもちろん，TAの学生自身の設
計・ものづくりに関するスキルアップにつながっ
ている．講師となる教職員の数も徐々に増えて
おり，今後も持続可能な形で実施していきたい
と考えている．
（田中は，文章構成，ワークショップ発表，人材
育成事業講師を担当した．）
（河崎は，人材育成事業講師を担当した．）
（福田は，人材育成事業コーディネーター，講師
を担当した．）
（開は，人材育成事業コーディネーター等，とり
まとめを担当した．）
（豊浦は，人材育成事業講師を担当した．）
（小田は，人材育成事業講師を担当した．）
（井山は，人材育成事業講師を担当した．）
（浦本は，人材育成事業講師，実習工場職員のと
りまとめを担当した．）
（田中裕一，河﨑功三，福田泉，開豊，豊浦茂，
小田明範，井山裕文，浦本登美雄）

87（国内口頭発表）
３次元CAD/CAM
による卓上低圧鋳
造装置の設計・製
作及び低融点合金
を用いた鋳造実験

一森佑也（生産
情報システム専
攻），田中裕一
（機械知能シス
テム工学科）

平成22年3月 ( 社 ) 日本機械学会 九州学
生会 第41回卒業研究発表
講演会 (No.108-2) 論文集，
pp.31-32

任意形状の型内における鋳造現象を可視化し，鋳
型内を溶湯で充填できる装置の製作を目的とし
た．さらにその実験条件を変えることで，型内
における鋳造現象がどのように変化するかを観
察し，視覚的に捉えることを目指した．製作し
た装置は卓上・小型で，稼動温度が比較的低い
ため取り扱いが容易等の特徴を持つ．鋳型にア
クリル材を用いることで，湯流れの可視化にも
取り組んだ．鋳造実験では，湯だまりやエアベ
ントの効果を確認できた．
（一森は，論文執筆，講演を行った．）
（田中は，論文校正，発表指導を行った．）

88（国内口頭発表）
細線を用いた放電
衝撃破砕に関する
研究

松本　啓祐 ( 熊
本高専専攻科 )
坂本　吉章 ( 熊
本高専専攻科 )
村山　浩一 ( 機
械知能システム
工学科 )

平成21年12月 第19回九州沖縄地区高専
フォーラム講演要旨集，
pp.24

現在，岩盤やコンクリートを破砕する方法として，
火薬（発破）が効率的で低コストであり，広く
採用されている．しかし，市街地及びその周辺
における解体工事などでは安全性や周辺への環
境の点から非発破工法への要求が高まっている．
そこで，火薬を用いない非発破・静的破砕工法
として放電衝撃破砕法が見直されており，本発
表では放電による衝撃破砕工法に関して，水セ
メント比55％に混合したモルタル試験片を用い
た放電衝撃破砕をおこない，その際の電流波形，
電圧波形から放電特性について検討すると共に，
ふるい試験による破砕効果の検証結果について
報告した．
( 松本　啓祐，坂本　吉章，村山　浩一 )
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89 熊本高専八代キャ
ンパス学生寮にお
ける 無線 LAN の
環境整備と運用状
況

村山浩一 ( 機械
知能システム工
学科 )
藤本洋一 (ICT
活用学習支援セ
ンター )
小島俊輔 (ICT
活用学習支援セ
ンター )
村田美友紀 ( 生
物化学システム
工学科 )
赤石仁 ( 共通教
育科 )
光永清司 ( 技術
室 )
米沢徹也 ( 共通
教育科 )

平成22年8月 第30回高専情報処理教育研
究発表会，pp.242-245

熊本高専八代キャンパス学生寮では，一部の居
室でしか使用できなかった無線 LAN環境を見直
し，全寮室から無線 LANが利用できるように環
境整備を行い，平成21年4月より運用を開始した．
本発表では，無線 LAN環境の概要とその運用状
況について紹介すると共に，運用開始から1年が
経過したことを受けて，寮無線 LAN利用者に対
しておこなったアンケート結果やこれまでのサ
ポートの実績から，寮無線 LANに関する問題点
や課題について報告をおこなった．
( 村山浩一 , 藤本洋一，小島俊輔，村田美友紀，
赤石仁，光永清司，米沢徹也 )

90（国内口頭発表）
視線検出システム
の開発 - パターン
マッチングにおけ
る誤検出について
の検討 -

平瀬　賢 ( 熊本
大学）
松本耕平（熊本
大学）
米沢徹也（共通
教育科）
緒方公一（熊本
大学）

平成21年9月 FIT2009第8回情報科学技
術フォーラム一般講演論文
集第3分冊
J-013,pp. 413- 414 

（全体概要）
開発中の視線検出システムにおいて視線位置検
出のためのパターンマッチングでミスマッチン
グの要因となる上下睫毛の除去を行う手法と虹
彩輪郭との選択的なパターンマッチング手法を
提案し，実験により睫毛の除去については良好な
結果が得られた．しかし，選択的なパターンマッ
チングでは被験者によっては良好な結果が得ら
れるが，精度が悪くなる場合もあることが分かっ
た．
（担当部分概要）
選択的なパターンマッチングについて検討した．
（平瀬　賢，松本耕平，米沢徹也，緒方公一）

91（国内口頭発表）
ICT技術者を目指
す学生のコミュニ
ケーション能力育
成への取組

岩﨑洋平，森内
勉（建築社会デ
ザイン工学科），
池田直光（生物
化学システム工
学科），小島俊
輔（共通教育科），
湯治準一郎，西
村壮平（機械知
能システム工学
科），小薗和剛
（熊本県立大学）

平成21年2月 情報コミュニケーション学
会第7回全国大会講演論文
集，pp.10～11．

熊本高等専門学校（八代キャンパス）では，平
成 19 年度より 3 年間，現代的教育ニーズ取組支
援プログラム（現代 GP）の支援を受け，中学生
を対象としたサマーセミナーおよびプログラミ
ングコンテストを中心とした ICT 技術者を目指
す本学学生のコミュニケーション能力育成に関
する取組を行ってきた．本報告では，取組の概要
と学生の基礎的な ICT 活用能力ならびにコミュ
ニケーション能力を育成する専
門基礎セミナーの実施結果について報告する． 

（岩崎は，本プロジェクトの企画・運営および発
表資料の作成，口頭発表を担当した．）
（森内，池田，小島，湯治，西村，小薗は，本プ
ロジェクトの企画・運営を担当した．）

（著者名：岩﨑洋平，森内勉，池田直光，小島俊
輔，湯治準一郎，西村壮平，小薗和剛）
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92（国内口頭発表）
熊本高等専門学校
におけるコミュニ
ケーション能力育
成の試み

岩﨑洋平，森内
勉（建築社会デ
ザイン工学科），
池田直光（生物
化学システム工
学科），小島俊
輔（共通教育科），
湯治準一郎，西
村壮平（機械知
能システム工学
科），小薗和剛
（熊本県立大学）

平成21年3月 電気学会A部門，教育
フロンティア研究会資料，
pp.5～10．

熊本高等専門学校八代キャンパス　情報電子工
学科では，平成 19 年度より 3 年間，現代 GP の
支援を受け，ICT 技術者を目指す本学学生のコ
ミュニケーション能力育成に関する取組を行っ
てきた．この取組は，近年様々な方面から求め
られている学生のコミュニケーション能力育成
を行い，社会的要請に応えるためのプロジェク
トである．
具体的には，中学生を対象としたプログラミング
コンテストをプロジェクトの中心に据え，コミュ
ニケーション能力の向上を図るものである．  
本報告では，取組の一部である専門基礎セミナー
を中心に，取組の概要とその結果，結果を受け
ての考察について報告する．  

（岩崎は，本プロジェクトの企画・運営および発
表資料の作成，口頭発表を担当した．）
（森内，池田，小島，湯治，西村，小薗は，本プ
ロジェクトの企画・運営を担当した．）

（著者名：岩﨑洋平，森内勉，池田直光，小島俊
輔，湯治準一郎，西村壮平，小薗和剛）

93（国内口頭発表）
複合現実感を利用
したMR電気実験
システムの開発

岩﨑洋平（建築
社会デザイン工
学科），
西村壮平（機械
知能システム工
学科），
濱田雄一（専攻
科生産情報工学
専攻），
小薗和剛（熊本
県立大学）

平成21年3月 電気学会A部門，教育
フロンティア研究会資料，
pp.77～81．

複合現実環境とは，現実環境と仮想環境の間に
存在する環境である．現実環境の利点は，物理
的に存在する情報を得ることができることであ
る．一方，仮想環境の利点は，視覚的な情報を
得ることができることである．複合現実環境では，
この両者の利点を同時に得ることが可能である．
我々は，この利点を利用した電気実験のシステ
ムを開発した．本報告書では，ARToolKit を用
いたMR電気実験システムの開発について述べる．
（岩崎は，プログラム・システム開発の主担当お
よび発表資料の作成，口頭発表を担当した．）
（西村，濱田，小薗は，プログラム・システム開
発を担当した．）
（著者名：岩﨑洋平，西村壮平，濱田雄一，小薗
和剛）

94（国内口頭発表）
複合現実感技術を
利用した仮想電気
実験システム（MR
実験室）の開発

小薗和剛（熊本
県立大学），岩
﨑洋平（建築社
会デザイン工学
科），
西村壮平（機械
知能システム工
学科），
濱田雄一（専攻
科生産情報工学
専攻）

平成21年3月 日本教育工学研究会，
JSET10-1，A10，pp.57-60

現在，現実環境と仮想環境を融合する複合現実
環境が注目を集めている．本研究では，複合現
実感技術を用いて，複数の学生が共同で電気実験
を実施できる仮想電気実験システム（ MR 実験
室）の開発を行ったので，その開発の概要と結
果を報告する．MR 実験室では，学生自らの手で
マーカと呼ばれるインタフェースを操作し，仮
想的な実験機器の配置ならびに結線などを行う
ことができる．  
（岩崎は，プログラム・システム開発の主担当お
よび発表資料の作成を担当した．）
（小薗は，プログラム・システム開発および発表
資料の作成，口頭発表を担当した．）
（西村，濱田は，プログラム・システム開発を担
当した．）
（著者名：岩﨑洋平，西村壮平，濱田雄一，小薗
和剛）
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95（国内口頭発表）
複合現実感技術を
利用した MR 実験
室の構築

岩﨑洋平（建築
社会デザイン工
学科），
濱田雄一（専攻
科生産情報工学
専攻），西村壮
平（機械知能シ
ステム工学科），
小薗和剛（熊本
県立大学）

平成21年3月 第9回 NICOGRAPH春季
大会，ポスターセッション，
P17

工学教育において必須となる工学実験は，基礎
理論や技術的知識の習得を目的として行われて
いる．また , 実際に計器・機器類を用いる体験的
な学習を通じて機器の取り扱いを学ぶことや，グ
ループ実験によって協調性などを養うこともそ
の目的のひとつである．一方，実験環境の構築・
整備，実験に伴う危険性（感電・火傷など），外
乱などがない理想的な環境での効率的な学習が
困難といった問題点がある．そこで，本研究は，
MR 技術およびタンジブルユーザインタフェース
を利用することにより，安全で理想的な環境下
でのグループ実験や体験的な学習を可能とする
実験環境（MR 実験室）の構築を目的とする．   
（岩崎は，プログラム・システム開発の主担当お
よび発表資料の作成を担当した．）
（濱田は，プログラム・システム開発および発表
資料の作成，口頭発表を担当した．）
（西村，小薗は，プログラム・システム開発を担
当した．）
（著者名：岩﨑洋平，西村壮平，濱田雄一，小薗
和剛）

96（国内口頭発表）
アメダスで見た日
本の温暖化の現状

大河内康正（建
築社会デザイン
工学科 )

平成21年11月 日本気象学会秋季大会講
演予稿集第96号，pp.142～
142．

1980年から2007年までの28年間，日本全国826カ
所の地域気象観測局で計測されたデータを用い
て，日本の地域ごとの温暖化量を推定した．そ
の結果全国の100年当たりの温度上昇率の平均は
4.6℃と温暖化傾向が強いことが分かった．その
中でも九州・中国・近畿・関東が大きな値を示
した．都市化の影響も考慮しても，最近28年の
日本の温暖化の現状は4.0℃ /100年程度の温暖化
率で変化している．

97（国内口頭発表）
日本の最近の温暖
化と人間活動の影
響

大河内康正（建
築社会デザイン
工学科 )
湯ノ口哲平
( 本科5年 )

平成22年3月 日本気象学会九州支部発表
会講演要旨集第31号，pp.5
～6．

日本における温暖化の現状を主に全国の県庁所
在地47地点の気象官署で計測されたデータを用
いて59年間の中長期的な気温の変化傾向を推定
した．日本における地球温暖化率は1.7℃ /100年
程度と見積もられる．気温の上昇率は最近に近い
ほど大きな上昇率を示しており温暖化が顕著に
なってきている．59年間の季節的な変化傾向では，
2月，9月，10月が大きな上昇率をしめしており，
空調との関係では温暖地域で上昇率が増大して
いる．

98（国内口頭発表）
九州沖縄地区科学
技術教育支援ワー
キンググループ

大河内康正 ( 建
築社会デザイン
工学科 )
山崎充裕
( 共通教育科 )
山本芳一 ( 制御
情報システム工
学科 )
開豊 ( 共通教育
科 )
他11名

平成22年8月 日本高専学会第16回年会
講演講演論文，pp53-54，
2010

九州沖縄地区の9つの全高専は，各地区の小・中
学校の科学技術教育を支援するため「科学技術教
育支援ワーキンググループ」として協力して活動
しており，年1回の会議を開催し報告会を開催す
るなど情報交換を行っている．さらに，各高専
の支援事業を紹介するため実践事例テキストを
発行するなど，協力しながら活動していること
を報告した．今後は，各校の協力や利用者の利
便性向上のため，ホームページの作成などを通
してより活動しやすい形にしていく予定である．
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99（国内口頭発表）
九州沖縄地区地域
科学技術教育支援
プロジェクト

宮内真人 ( 北九
州高専 )，森保
仁 ( 佐世保高専 )，
越地尚宏 ( 久留
米高専 )，
松栄準治 ( 沖縄
高専 )，森 寛 ( 都
城高専 )，大河
内康正 ( 熊本高
専 ) 

平成22年8月 ( 社 ) 日本工学教育協会，
平成22年度工学・工業教
育研究講演会講演論文集，
3-333，pp．526-527，2010 

九州沖縄地区の全高専が，各地区の小・中学校
の科学技術教育を支援するためプロジェクトを
組み「事業紹介パンフレット」の作成，その後，
各高専の公開講座，地域との連携事業，実験器
具等の貸し出し等をまとめた「実践事例テキス
ト集」の作成と配布するなどの活動を行ってきた．
本報告では，国立高専9校が，一体となったプロ
ジェクトを立ち上げ，現在までの活動状況，活
動を行う上での問題点，そして解決策の報告を
おこなった．

100（国内口頭発表）
九州沖縄地区高専
が連携した「科学
技術教育支援活動」

宮内真人，平
島繁紀 ( 北九州
工業高等専門学
校 )，山崎充裕，
山本芳一，大河
内康正，北辻安
次，開豊 ( 熊本
高等専門学校 ) ，
他7名

平成22年8月 平成22年度高専教育講演
論文集，133，pp．243-244，
2010 

九州沖縄地区の全高専が，活動状況等をまとめ，
科学技術教育支援「事業紹介パンフレット」と
「実践事例テキスト集」の作成を行い，九州沖縄
地区の全部の小・中学校に配布し，小・中学校で
実際に活用できるようにした．本報告では，現
在までの活動状況，問題点，そして解決策の報
告を行った．

101（学会講演論文集）
製紙スラッジ焼却
灰による残りコン
クリートの処理法
の提案

浦野登志雄（建
築社会デザイン
工学科）

平成22年3月 日本建築学会九州支部研究
報告，No.49-1，pp.77-80

　本研究は，産業廃棄物の建設材料への再資源
化に関するものである．建設現場では，時に大
量の残りコンクリートが発生する．本報告は，残
りコンクリートの処理方法として，製紙スラッ
ジ焼却灰（PSA) を利用した造粒固化について実
験を行った．その結果，造粒物の材料特性につ
いては十分に実用可能であることが示され，重
金属の溶出試験結果についても環境基準を満足
する結果が得られた．ただし，実際に現場で造
粒固化の作業を行う場合，PSAの使用量が多い
ため，ミキサー車への投入に手間がかかること，
投入の際の粉塵対策が必要であることなどの問
題点も明らかとなった．今後は，これらの問題
点の対策を検討し，さらなるデータの蓄積を行
うこととした．

102（学会講演論文集）
緑化基盤用ポーラ
スコンクリートの
開発－製紙スラッ
ジ焼却灰造粒物の
適用－

内藤　海
（熊本大学）
村上 聖
（熊本大学）
武田浩二
（熊本大学）
金丸健太郎
（熊本大学）
浦野登志雄
（建築社会デザ
イン工学科

平成22年3月 日本建築学会九州支部研究
報告，No.49-1，pp.101-104

　本研究は，製紙スラッジ焼却灰（PSA) を骨材・
混和材料として用いたポーラスコンクリートの
緑化基盤材としての適用性を，西洋芝の植生試験，
温度測定試験を通して検証した．温度測定試験
では全ての試験体で温度抑制効果が得られた．今
回新たに用いた PSA造粒物の試験体でも良好な
温度抑制効果が得られる結果となった．植生試
験では，刈り取り後立ち枯れを起こした試験体
があったが，PSA造粒物ポーラスコンクリート，
PSA造粒物敷設では刈り取り後も順調に芝が生
長した．
（浦野は，製紙スラッジ焼却灰を使用したポーラ
スコンクリートの調合計画，試験体作製を担当し，
実験データを一部考察を担当した．）
（内藤　海，村上　聖，武田浩二，金丸健太郎，
浦野登志雄）
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103（学会講演論文集）
藻場復元用ポーラ
スコンクリートの
開発－繊維補強
ポーラスコンク
リートの適用－

武田浩二
（熊本大学）
村上 聖
（熊本大学）
金丸健太郎
（熊本大学）
内藤　海
（熊本大学）
浦野登志雄
（建築社会デザ
イン工学科

平成22年3月 日本建築学会九州支部研究
報告，No.49-1，pp.113-116

　本研究は，藻場復元用ポーラスコンクリートの
開発を目的としている．今回の実験では，短繊
維により補強したポーラスコンクリート試験体
を試作して海中沈設実験を行った．繊維補強ポー
ラスコンクリートを含む複数の試験体を用いた
実験の結果，ポーラスコンクリートへ一定の海
草の定着が確認できたものの，有意な傾向を見出
すことはできなかった．また，繊維補強したポー
ラスコンクリートについては想定した定着性能
を得ることはできなかった．
（浦野は，ポーラスコンクリートの調合計画，試
験体作製，実験データの一部考察を担当した．）
（武田浩二，村上　聖，金丸健太郎，内藤　海，
浦野登志雄）

104（学会講演論文集）
繊維補強ポーラス
コンクリートの藻
場復元材料への適
用

武田浩二
（熊本大学）
村上 聖
（熊本大学）
内藤　海
（熊本大学）
浦野登志雄
（建築社会デザ
イン工学科

平成22年5月 セメント協会第64回セメ
ント技術大会講演要旨，
pp.104-105

　本研究は，近年問題視されている磯焼けによ
る漁場への悪影響に対して，藻場の復元を目的に，
廃木材チップ・木炭・フライアッシュ（石炭灰）・
製紙スラッジ焼却灰など，本来産業廃棄物となる
材料を混合した平板状のポーラスコンクリート
を作成し，これらの試験体を鉄骨製のフレームに
固定し，小型魚礁を製作，海底に沈設し，藻の
植生及び魚介類の生息状況について調査を行っ
ている。本報告では，ポーラスコンクリートに
長さ18～30mm程度の合成繊維を混入することで，
強度改善の他，海藻類の繊維への定着効果に着
目して実験を行った。実験の結果，強度特性に
やや改善が得られたが，海草類の定着に関して
顕著な効果は認められず，今後の課題となった．
（浦野は藻場復元用ポーラスコンクリートの調合
設計，試験体作製，実験データの考察を担当し
た。）
（武田浩二，村上　聖，内藤　海，浦野登志雄）

105（国内口頭発表）
全国温泉地におけ
る歴史的木造三階
建旅館の残存状況
に関する研究　－
八代市日奈久温泉
街のまちづくりに
関する研究　その
６－

下田貞幸，磯田
節子，角田幸
子（建築社会デ
ザイン工学科），
湯ノ口洋平（土
木建築工学科5
年）

平成22年
3月

日本建築学会研究報告九州
支部第49号 pp397-400

熊本県八代市にある日奈久温泉街には木造三階
建温泉旅館が8軒残存する．木造三階建旅館建築
は昭和14年に建築統制により禁止され，戦後は
昭和35年の建築基準法改正により建築できなく
なった．現存する木造三階建は主に日奈久温泉
が繁栄した明治～昭和初期に建築されたもので
ある．一方，全国の温泉地での残存状況はどう
だろうか？本研究はアンケート調査を主体とし
てその実態と，木造三階建旅館を維持していく
ための課題を明らかにしたものである．（○下田
貞幸 , 湯ノ口洋平 , 磯田節子 , 角田幸子）

106（国内口頭発表）
熊本駅周辺地域の
建物用途・土地利
用の変遷に関する
研究

宮崎大樹（土木
建築工学科5年），
磯田節子（建築
社会デザイン工
学科）

平成22年
3月

日本建築学会研究報告九州
支部第49号 pp225-229

熊本駅周辺は中心市街地から離れていることも
あり，これまで熊本市の玄関口としての機能を
十分に果たしてこなかったし，整備の動きも鈍
いものであった．しかし，近年新幹線工事に伴い，
近年大きく開発が進みつつある．そこで，駅周辺
整備地区を調査対象範囲として，1970年から今
日までの建物用途・土地利用の変遷をゼンリン
住宅地図を基にして分析したものである．1970
年代は工場用地が多く，1980年代になると駐車
場が増加，近年は教育施設等など，大きく様相
が変化してきた実態を明らかにした．（宮崎大樹，
磯田節子）
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107（国内口頭発表）
アンケート調査か
ら見た日奈久温泉
街の魅力と課題－
八代市日奈久温泉
街のまちづくりに
関する研究その７
－

角田幸子，下田
貞幸，磯田節子，
森山学，勝野幸
司（建築社会デ
ザイン工学科）

平成22年
8月

2010年度日本建築学会大会
学術講演梗概集（北陸）
pp273-274

日奈久温泉街に設置した八代高専まちづくり
ギャラリー立ち寄り客を対象としたアンケート
調査を平成19年度より行っている．本稿は平成
21年度の調査結果による日奈久温泉街の魅力と
課題について考察したものである．平平成19年
度・20年度の調査結果と較考察をおこなっている．
（○角田幸子 , 下田貞幸 , 磯田節子 , 森山学 , 勝野
幸司）

108（国内口頭発表）
全国温泉地におけ
る歴史的木造三階
建旅館の残存状況
と活用課題　－八
代市日奈久温泉街
のまちづくりに関
する研究　その８
－

下田貞幸，磯田
節子（建築社会
デザイン工学科）

平成22年
8月

2010年度日本建築学会大会
学術講演梗概集（北陸）
pp263-264

熊本県八代市にある日奈久温泉街には木造三階
建温泉旅館が8軒残存する．歴史的木造三階建旅
館は主に明治～昭和初期の限られた期間に建て
られたものであり貴重である．そこで全国の温
泉地での残存状況についてアンケート調査を主
体としてその残存状況及び，木造三階建旅館を
維持していくための課題を明らかにしたもので
ある．（○下田貞幸 , 磯田節子）

109（国内口頭発表）
木造3階建「旅館泉
屋」の増改築の変
遷と構造の特徴に
ついて－八代市日
奈久温泉街のまち
づくりに関する研
究　その９－

磯田節子（建築
社会デザイン工
学科），北原昭
男（熊本県立
大学），下田貞
幸（建築社会デ
ザイン工学科），
原田聡明（八代
市役所）

平成22年
8月

2010年度日本建築学会大会
学術講演梗概集（北陸）
pp265-266

木造三階建旅館を維持してくために耐震性の確
保は重要な課題である．本稿は実測調査・聞取
り調査から明らかになった「旅館泉屋」の増改
築の変遷と構造の建築的な特徴について考察し
たものである．（○磯田節子，北原昭男，下田貞
幸，原田聡明）

110（国内口頭発表）
リサイクルガラス
を利用した発砲基
材表面への皺構造
の付与法と応用

木幡進（生物化
学システム工学
科）, 川口寿奈
（八代高専専攻
科），田中利和
（田中商店）

平成21年
11月8日

2009年日本化学会西日本大
会講演要旨集　p.217

リサイクルガラス瓶を粉末化し，発泡剤を用い
て作製する多孔性軽量基材表面に，皺構造を付
与する技術を検討した．得られた皺構造基材表
面に光触媒を担持して，メチレンブルーの分解
挙動による皺の効果を調べた．
（全員が担当）
（木幡進，川口寿奈，田中利和）

111（国内口頭発表）
八代特産柑橘類の
成分分析と応用

栗原正日呼，浜
辺裕子，木幡
進（生物化学シ
ステム工学科），
前田有希，久保
姉理華 ( 技術セ
ンター）

平成21年
11月25日 -
11月27日

アグリビジネス創出フェ
ア ( 主催：農林水産省），
「( 独 ) 国立高等専門学校・
知的財産本部ブース」

標題の内容について，ポスター展示および「研
究・技術プレゼンテーション」を行った．
（共同研究につき分担の抽出不可）
（栗原正日呼，浜辺裕子，木幡進，前田有希，久
保姉理華）

112（国内口頭発表）
農産未利用資源を
原料とするバイオ
エタノール変換法
の検討

木幡進（生物化
学システム工学
科），松山文香
（熊本高専専攻
科），墨利久（生
物化学システム
工学科）

平成22年
1月23日

第15回高専シンポジウム
in いわき
講演要旨集 p.65

農産未利用資源であるニンジン搾汁粕をバイオ
エタノールへ変換する方法（糖化およびアルコー
ル発酵）について検討した．糖化法は，硫酸糖化
よりも酵素糖化が優れていた．糖化率，アルコー
ル転化率を求めた．
（共同研究につき分担の抽出不可）
（木幡進，松山文香，墨利久）

113（国内口頭発表）
低品質ノリ中の有
用成分の連続抽出
分離工程および水
溶性タンパク混合
色素の光安定性の
検討

木幡進，墨利
久（生物化学シ
ステム工学科），
松永昇（八代高
専専攻科）

平成22年
2月4日

第24回熊本県産学官技術交
流会講演論文集
p180-181

低品質ノリ中（色落ちノリ）から脂溶性色素 ( ク
ロロフィル類），水溶性タンパク質（フィコシア
ニン，フィコエリスリン），多糖類 ( ポルフィリ
ン）を連続的に抽出分離する工程の検討結果お
よび水溶性タンパク混合色素の光安定性とその
改善法に触れた．
（全員が担当）
（木幡進，墨利久，松永昇）
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114（国内口頭発表）
バンペイユからの
精油の抽出とその
粉末化―未利用資
源の利用―

浜辺裕子，木幡
進，墨利久，弓
原多代（生物化
学システム工学
科），久保姉理華，
前田有希（技術
センター）

平成22年
6月8日―
6月11日

国際食品工業展（FOOMA 
JAPAN 2010）アカデミッ
クプラザ研究発表要旨集，
Vol.17，pp.25-28

バンペイユから精油を抽出し，その香気成分の
分析結果，精油成分と環状糖との複合体の生成
による粉末化についての知見，および芳香成分の
徐放化，ならびに機能性成分の分析結果に触れた．
（共同研究につき分担の抽出不可）
（浜辺裕子，久保姉理華，前田有希，木幡進，墨
利久，弓原多代）

115（国内口頭発表）
疎水化γ -PGA ナ
ノ粒子における樹
状細胞の活性化シ
グナルの解析

吉永圭介（熊本
高専・生物化学
システム工学科、
JST-CREST）
宇都倫史（鹿児
島大院・医歯
学・難治ウイ
ル ス 研、JST-
CREST）
赤木隆美（大阪
大院・応用化学、
JST-CREST）
明石満（大阪大
院・応用化学、
JST-CREST）
馬場昌範（鹿児
島大院・医歯
学・難治ウイ
ル ス 研、JST-
CREST）

平成22年
5月

平成22年度日本生化学会
九州支部例会講演要旨集
pp.55．B-11

  これまでに、γ -PGAナノ粒子が抗原特異的な
獲得免疫を強く誘導し、ワクチン開発における
抗原の担体（アジュバント）としての優れた機
能を有することを明らかにしてきた。
  本研究では、γ -PGAナノ粒子による樹状細胞
の活性化のメカニズムを詳細に検討する目的で、
in vitro でγ -PGAナノ粒子で樹状細胞を刺激し、
TLRシグナルを解析した。
　TLR2, TLR4, TLR9 およびMyD88 のノック
アウトマウス由来の樹状細胞を用いた解析によ
り、樹状細胞の活性化には主にTLR4が関与し
ていること、またTLR4 の MyD88 非依存的経
路も使っていることが示唆された。
（吉永は樹状細胞の活性化シグナルの解析を担当
した．）
（吉永圭介 , 宇都倫史 , 赤木隆美 , 明石満 , 馬場昌
範）

116（国内口頭発表）
疎水化γ -PGAナ
ノ粒子デリバリー
における樹状細胞
の活性化メカニズ
ムの解析

吉永圭介（熊本
高専・生物化学
システム工学科、
JST-CREST）
宇都倫史（鹿児
島大院・医歯
学・難治ウイ
ルス研、JST-
CREST）
赤木隆美（大阪
大院・応用化学、
JST-CREST）
明石満（大阪大
院・応用化学、
JST-CREST）
馬場昌範（鹿児
島大院・医歯
学・難治ウイ
ルス研、JST-
CREST）

平成22年6月 第26回日本DDS学会
プログラム予稿集
第25巻第3号 pp.318．2-D-
28

γ -PGAナノ粒子がデリバリーされた樹状細胞は
活性化され，種々のサイトカインやケモカイン
を産生し，補助刺激分子やMHCの発現が上昇す
ることがわかっている．本研究では，γ -PGAナ
ノ粒子による樹状細胞の活性化のメカニズムを
詳細に検討する目的で，in vitro でγ -PGAナノ
粒子で樹状細胞を刺激し，TLRシグナルを解析
した．TLR 2, 4, 9 およびMyD88 をそれぞれノッ
クアウトしたマウス由来の樹状細胞を用い JNK
のリン酸化を解析したところ，γ -PGAナノ粒子
による樹状細胞の活性化には主にTLR4が関与し
ていることが明らかとなった．
（吉永は樹状細胞の活性化シグナルの解析を担当
した．）
（吉永圭介 , 宇都倫史 , 赤木隆美 , 明石満 , 馬場昌
範）


